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沿
岸
気
象
海
象
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

（C
O
M
E
IN
S：

カ
ム
イ
ン
ズ
）
は
、
国

土
交
通
省
港
湾
局
の
全
国
港
湾
海
洋
波
浪

情
報
網
（N

O
W
PH
A
S：

ナ
ウ
フ
ァ
ス
）

の
波
浪
観
測
デ
ー
タ
と
気
象
庁
の
観
測
お

よ
び
予
報
情
報
を
基
に
独
自
の
解
析
を
行

い
、
波
浪
予
測
情
報
を
メ
イ
ン
と
し
た
気

象
海
象
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
七
月
の
運
輸
技
術
審
議

会
答
申
「
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
海
洋

調
査
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」に
お
い
て
、

港
湾
局
と
気
象
庁
が
協
力
し
て
「
沿
岸
波

浪
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
設
立
す
る
こ
と

が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、（
財
）

沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
七
年
四
月
に
波
浪
情
報
部
を
発
足
さ

せ
、
直
ち
に
カ
ム
イ
ン
ズ
の
開
発
に
着
手

し
、
平
成
九
年
に
実
用
化
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
に
は
、
カ
ム
イ
ン
ズ
は
、
日

本
港
湾
協
会
技
術
賞
と
、
通
産
省
、
総
務

省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
の
四
省
庁
が
主
催

す
る
情
報
化
月
間
推
進
会
議
で
平
成
九
年

度
優
秀
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
ロ
シ
ア
船
籍
ナ
ホ
ト

カ
号
の
海
難
・
油
流
出
災
害
に
際
し
、
カ

ム
イ
ン
ズ
に
よ
る
波
浪
情
報
を
提
供
し
、

油
回
収
作
業
の
支
援
を
行
っ
た
」こ
と
で
、

運
輸
大
臣
お
よ
び
各
港
湾
建
設
局
長
よ
り

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
年

に
は
、
ナ
ウ
フ
ァ
ス
が
土
木
学
会
技
術
開

発
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
、

カ
ム
イ
ン
ズ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア

ル
タ
イ
ム
波
浪
実
況
情
報
の
普
及
も
受
賞

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ム
イ
ン
ズ
は
、
こ
の
よ
う
に
高
い
評

価
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
実
用
性
・
公

共
性
・
機
能
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め

に
、
防
災
支
援
情
報
の
充
実
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
配
信
を
行
う
新
た
な
カ

ム
イ
ン
ズ
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
カ
ム
イ
ン
ズ
）
を
構

築
し
、
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
配
信

現
在
の
カ
ム
イ
ン
ズ
は
、
個
別
の
専
用

線
を
使
っ
て
専
用
端
末
に
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
手
持
ち
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の
パ
ソ
コ
ン
で
様
々
な
情
報
を
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
カ
ム
イ
ン
ズ
に

お
い
て
も
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

多
く
の
ユ
ー
ザ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
波

浪
観
測
情
報
や
波
浪
予
測
情
報
を
提
供
す

る
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
台
風

接
近
時
等
の
緊
急
時
に
は
ア
ク
セ
ス
が
集

中
し
、
情
報
配
信
の
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
カ
ム
イ
ン

ズ
で
は
、
港
湾
関
係
各
局
に
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
ー
バ
を
局
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
局
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
情
報
配

信
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
港
湾
工
事
関
係
者
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
配
信
す
る
計
画
で
す
。

情
報
提
供
内
容

現
在
の
カ
ム
イ
ン
ズ
で
は
、
港
湾
局
と

気
象
庁
の
波
浪
実
況
情
報
を
は
じ
め
、
当

沿
岸
セ
ン
タ
ー
独
自
の
波
浪
予
測
情
報
や

気
象
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
カ
ム
イ
ン
ズ
で
は
、
引

き
続
き
こ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
防
災
支
援
情
報
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
カ
ム
イ
ン
ズ
で
は
、ナ
ウ

フ
ァ
ス
波
浪
観
測
地
点
の
波
浪
ポ
イ
ン
ト

予
測
情
報
を
新
た
に
提
供
し
ま
す
。
こ
の

波
浪
ポ
イ
ン
ト
予
測
情
報
は
、
ナ
ウ
フ
ァ

ス
の
波
浪
実
況
情
報
を
よ
り
一
層
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

防
災
支
援
情
報
の
充
実

（
１
）
港
湾
被
災
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

台
風
接
近
時
に
、
過
去
の
よ
く
似
た
経

路
の
台
風
を
検
索
し
、
そ
の
時
の
港
湾
の

被
災
状
況
と
高
波
や
高
潮
の
状
況
を
合
わ

せ
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
的
確

な
防
災
対
策
が
た
て
ら
れ
大
変
有
効
な
情

報
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、

港
湾
被
災
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、
類
似
台
風
検
索
シ
ス
テ
ム
上
で
表
示

で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
気
象
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実

現
在
の
気
象
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

最
近
十
一
年
分
の
ナ
ウ
フ
ァ
ス
の
波
浪
観

測
値（
二
時
間
毎
）、毎
日
九
時
の
天
気
図
、

台
風
情
報
（
気
象
庁
の
確
定
値
）
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
の
高
波
順
位
表

や
高
波
に
関
連
し
た
台
風
情
報
、
天
気
図

の
表
示
、
任
意
日
時
の
観
測
デ
ー
タ
の
表

示（
経
時
変
化
図
、日
表
）が
で
き
ま
す
。

類
似
台
風
検
索
シ
ス
テ
ム
は
既
に
開
発

を
終
え
、
台
風
接
近
時
に
過
去
の
類
似
台

風
に
伴
う
高
波
の
状
況
と
港
湾
の
被
災
状

況
等
を
合
わ
せ
て
表
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
中
で
す
。

今
後
、
気
象
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
ナ
ウ
フ
ァ
ス
地
点
の
観

測
開
始
以
来
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
潮
位
デ

ー
タ
の
収
録
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
高
波
情
報

現
在
は
、
港
内
波
浪
ポ
イ
ン
ト
予
測
情

報
を
一
日
二
回
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
台

図－１／
ＮＥＷカムインズのシ
ステム概念図　
図―2／
ＮＥＷカムインズの初
期画面
図－3／
ナウファスの周期別情
報画面
図－4／
波浪ポイント予測情報
画面
表－1／
カムインズ表示情報一
覧表

図―3

図－１

図－２

  波浪実況情報 港湾局・気象庁観測地点�
 実況情報 周期別情報 港湾局観測地点�
  潮位実況情報 気象庁・港湾局�
  海上風・波浪予測情報 日本沿岸２分メッシュ�
 
予測情報

 波浪ポイント予測 任意の港湾内外�
  ナウファス地点波浪予測 港湾局観測地点�
  高波情報 台風時の港内地点�
 
支援情報

 高潮の情報 台風時の港内地点�
  推算潮位情報 気象庁・港湾局観測地点�
  台風情報�
  地震情報�
  津波情報�
  海上警報�
 
一般気象情報

 注意報警報 
気象庁資料

�
  降水短時間予測�
  天気予報�
  天気図�
  アメダス情報�
  ひまわり情報�
  気象・海象データベース 波浪・潮位�
 データベース機能 類似台風検索システム 確定データ�
  港湾被災データベース 港湾毎に順次作成�

情報の分類� 情報内容� 備　　考�

図―4
表―1
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風
接
近
時
に
は
最
新
の
台
風
情
報
が
発
表

さ
れ
て
も
港
内
波
浪
ポ
イ
ン
ト
予
測
情
報

は
更
新
し
て
い
ま
せ
ん
。

新
た
に
、
台
風
接
近
時
に
、
最
新
の
台

風
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
台

風
情
報
を
基
に
し
た
港
内
波
浪
ポ
イ
ン
ト

予
測
情
報
を
高
波
情
報
と
し
て
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
４
）
高
潮
の
情
報

現
在
、
高
潮
に
関
す
る
情
報
は
、
気
象

庁
発
表
の
高
潮
注
意
報
、
警
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
高
潮
に
関
す
る
情
報
の
要
望

が
高
い
こ
と
か
ら
、
潮
位
観
測
デ
ー
タ
の

蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
ま
す

が
、
過
去
の
台
風
と
潮
位
の
関
係
を
解
析

し
て
、
高
潮
注
意
報
・
警
報
の
支
援
情
報

と
し
て
提
供
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
計
画

Ｎ
Ｅ
Ｗ
カ
ム
イ
ン
ズ
は
、
カ
ム
イ
ン
ズ

の
発
展
の
第
一
歩
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
よ
り

一
層
充
実
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
次
の
よ
う
な
計
画
を
た
て
て
い

ま
す
が
、
皆
様
の
声
を
反
映
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
長
周
期
波
の
予
測

船
舶
の
大
型
化
に
伴
い
、長
周
期
波
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
船
体
動
揺
や
荷

役
障
害
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
期
的
に
は
、
長
周
期
波
に
よ
る
荷
役
障

害
の
お
こ
ら
な
い
港
が
整
備
さ
れ
る
べ
き

で
す
が
、短
期
的
に
は
、長
周
期
波
を
事
前

に
予
測
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
港
湾
荷
役

に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
沿
岸
セ

ン
タ
ー
で
は
、
豊
富
な
長
周
期
波
解
析
調

査
の
実
績
を
も
と
に
、カ
ム
イ
ン
ズ
に
よ

る
長
周
期
波
予
測
を
行
う
と
と
も
に
、精

度
向
上
の
た
め
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

（
２
）
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

カ
ム
イ
ン
ズ
に
よ
る
沿
岸
気
象
海
象
情

報
、
防
波
堤
護
岸
等
の
監
視
カ
メ
ラ
、
津

波
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要
な
機

能
で
あ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
防
災
情

報
機
能
を
統
合
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

し
て
、
カ
ム
イ
ン
ズ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
冬
季
風
浪
類
似
事
例
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築

台
風
の
み
な
ら
ず
、
冬
季
風
浪
に
つ
い

て
も
類
似
パ
タ
ー
ン
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
類

似
台
風
検
索
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
機
能
を

冬
季
風
浪
に
も
適
用
し
、
過
去
の
類
似
し

た
冬
季
風
浪
に
伴
う
高
波
の
状
況
と
港
湾

の
被
災
状
況
等
を
合
わ
せ
て
把
握
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
越
波
・
越
流
予
測

現
在
、
越
波
・
越
流
予
測
の
技
術
的
可

能
性
を
検
討
し
て
お
り
、
技
術
水
準
が
維

持
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
越

波
・
越
流
予
測
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
台
風
時
に
お
け

る
、
各
防
護
施
設
の
越
波
・
越
流
の
予
測

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
集

図－5／
ナウファス観測地点図
図－6／
類似台風検索システム
画面
図－7／
高潮の情報画面
図－8／
長周期波予測情報画面
図－9／
高潮ハザードマップ

図―6

図―5

図―9

図―8

図―7
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は
じ
め
に

地
球
規
模
の
環
境
破
壊
が
広
く
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
個
人
の
行
動
か
ら
企
業
や

自
治
体
・
政
府
の
活
動
に
至
る
ま
で
、
国
民

が
環
境
保
護
の
視
点
か
ら
厳
し
く
見
つ
め
直

す
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
に
は
、
政
府
が
循
環
型
社
会

の
形
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
を
中
心

と
す
る
六
件
の
関
連
法
を
成
立
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
法
体
系
が
整
備
さ

れ
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
は
、

「
循
環
型
社
会
元
年
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
整
備
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
物
に
支

え
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
社
会
経
済
活
動
や
生

活
様
式
に
疑
問
が
持
た
れ
、
環
境
へ
の
負
担

の
少
な
い
社
会
へ
の
転
換
が
多
く
の
人
に
支

持
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
は
、「
天

然
資
源
の
消
費
」
抑
制
に
よ
る
「
環
境
へ
の

負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
る
社
会
」
を

「
循
環
型
社
会
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

建
設
産
業
は
、
我
が
国
の
資
源
利
用
の
五

十
％
を
消
費
す
る
一
方
で
、
産
業
廃
棄
物
全

体
の
四
十
％
を
超
え
る
量
を
最
終
処
分
す
る

形
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
建

設
産
業
が
天
然
資
源
の
消
費
抑
制
に
つ
い
て

さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と
は
、
循
環
型
社
会
形
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
環

境
の
保
全
、
持
続
的
発
展
が
で
き
る
社
会
の

構
築
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
に
加
え

て
「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等

に
関
す
る
法
律
」（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
十
三
年

三
月
に
は
港
湾
整
備
事
業
、
空
港
整
備
事
業

及
び
海
岸
事
業
に
お
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
方
針
が
「
港
湾
・

空
港
等
整
備
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
最
初

に
建
設
発
生
土
や
建
設
廃
棄
物
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
発
生
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減

す
る
よ
う
、
再
使
用
、
再
生
利
用
、
熱
回
収
、

最
終
処
分
が
適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
特
に
行
政
で
は
、
こ
れ
ら
の
観
点

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
に
資
す
る
工

事
を
、
モ
デ
ル
工
事
等
と
し
て
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
及
び
石
炭
灰
は
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
指
定

副
産
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
再
生

資
源
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
促
進

す
る
こ
と
が
特
に

必
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
、

非
鉄
金
属
ス
ラ

グ
、
石
炭
灰
な
ど

の
産
業
副
産
物
に

は
、「
軽
い
」、「
重

い
」、「
固
ま
る
」

な
ど
の
特
性
を
有

す
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
特

性
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ

り
、
構
造
物
の
構

造
断
面
の
縮
小
等

工
事
の
コ
ス
ト
縮

減
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
技
術
開
発
を
、
既
に
発
刊
さ
れ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
紹
介
さ
れ
た
技
術
を
中
心
に

し
て
解
説
し
ま
す
。

建
設
副
産
物
と
産
業
副
産
物
の
分
類
1）

港
湾
・
空
港
等
工
事
か
ら
発
生
す
る
建
設

副
産
物
及
び
港
湾
・
空
港
等
工
事
で
利
用
す

る
産
業
副
産
物
等
は
、
図
―
１
の
よ
う
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
法
の
施
行
に
関
す
る
旧
厚
生

省
の
通
知
な
ど
か
ら
、
建
設
工
事
か
ら
発
生

す
る
土
砂
や
汚
泥
は
図
―
２
の
よ
う
に
区
分

さ
れ
ま
す
。
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リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
的
な
考
え
方

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
全
て
良
い
こ

と
の
よ
う
に
一
般
に
は
認
識
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
正
し
く
行
う
た
め
に
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
と
い
う
作
業
が
内
包
す
る
工
学
的
な

得
失
を
正
し
く
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
2）

詳
細
は
武
田
（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
し
て

頂
く
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
伴
う
問
題
点

を
い
く
つ
か
列
挙
し
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
劣
化
矛
盾：

「
使
用
し
た
ら
材
料
は
劣
化
す
る
」
と
い
う

原
則
を
無
視
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
貿
易
矛
盾：

も
し
世
界
の
国
々
が
自
国
で
使
う
も
の
は

自
国
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
す
る
と
、
現
在
の
国
際
分
業
と
貿
易
は
破

壊
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
、
そ
の
国
で
使

う
す
べ
て
の
製
品
を
作
る
工
場
を
、
国
内
に

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
持
続
性
矛
盾：

使
い
終
わ
っ
た
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と

き
は
、
鉄
（
運
搬
の
た
め
に
使
う
ト
ラ
ッ
ク

等
）
や
石
油
の
よ
う
な
新
た
に
生
産
さ
れ
な

い
「
遺
産
型
資
源
」
が
も
っ
ぱ
ら
使
用
さ
れ

る
。
本
来
な
ら
、
木
の
よ
う
に
太
陽
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
生
産
さ
れ
る
資
源
で
紙
を
作
る

方
が
望
ま
し
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、「
持
続
性
の
あ
る
資
源

を
繰
り
返
し
使
う
た
め
に
、
持
続
性
の
な
い

資
源
を
消
費
す
る
行
為
」
と
考
え
ら
れ
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
増
幅
矛
盾：

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と

す
る
と
、
作
る
と
き
の
四
倍
近
く
石
油
を
使

う
こ
と
に
な
る
。
資
源
を
節
約
す
る
た
め
に

行
う
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
資

源
が
多
く
使
わ
れ
る
と
い
う
典
型
的
な
例
。

●
毒
物
が
混
入
す
る
矛
盾：

浄
化
系
を
考
え
な
い
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
が

進
む
ほ
ど
電
池
の
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
や
リ
チ

ウ
ム
等
が
可
燃
ゴ
ミ
の
焼
却
灰
な
ど
か
ら
環

境
中
に
蓄
積
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
の
中
の
鉛
が

飲
料
用
の
ガ
ラ
ス
等
に
混
じ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
人
体
に
蓄
積
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
矛
盾
を
考
え
ず
に
、
単
に
集
め

れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
と
か
、
一
度
使
っ

た
物
質
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
程
度
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

の
は
現
状
で
は
ま
だ
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

化
学
や
物
理
学
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
分

離
工
学
、
資
源
工
学
、
材
料
工
学
、
プ
ロ
セ

ス
工
学
等
の
学
問
の
よ
り
一
層
の
技
術
向
上

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
木
工

学
の
分
野
で
は
、
現
地
実
証
実
験
も
極
め
て

大
事
な
技
術
開
発
項
目
の
一
つ
で
す
。

以
上
に
加
え
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
い
ろ

い
ろ
と
や
っ
か
い
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

筆
者
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
全
体
像
を
俯
瞰
す

る
だ
け
の
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た

め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
鉄
鋼
ス
ラ
グ
と
石

炭
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
環
境
に
良
い
と
客
観

的
に
証
明
出
来
る
だ
け
の
材
料
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
港
湾
構
造
物
等

に
使
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
材
料
は
、
少
な
く
と

も
数
十
年
間
は
構
造
物
と
し
て
使
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
再
使
用
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
鉄
鋼
ス
ラ

グ
と
石
炭
灰
は
産
業
と
国
民
生
活
の
基
と
な

る
鉄
と
電
力
を
得
る
た
め
の
副
製
品
で
あ

り
、
ま
た
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
か
ら
港
湾

構
造
物
等
に
利
用
で
き
れ
ば
、
砂
や
砂
利
等

の
自
然
材
料
の
使
用
量
を
極
端
に
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
単

に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
（
こ
れ
も
、

土
地
を
新
た
に
造
成
す
る
と
考
え
る
と
あ
な

が
ち
悪
い
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
）、

材
料
と
し
て
大
量
に
使
用
可
能
に
な
る
な
ら

ば
、
環
境
に
対
し
て
も
有
利
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
鉄
鋼

ス
ラ
グ
と
石
炭
灰
の
利
用
技
術
の
開
発
が
、

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
各
種

機
関
で
協
力
し
て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
利
用

鉄
鋼
ス
ラ
グ
生
産
の
も
と
と
な
る
粗
鋼
と

銑
鉄
の
生
産
量
は
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
統
計
年
報
3）

に
よ
れ
ば
平
成
十
三
年
度
は
粗
鋼
生
産
量
が

一
〇
二，

〇
六
四
千
ト
ン
、
銑
鉄
（
高
炉
銑
）

生
産
量
は
七
八，

九
六
九
千
ト

ン
で
す
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
、
そ
の
製
造

工
程
の
違
い
に
よ
り
高
炉
徐
冷

ス
ラ
グ
、
高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
、

製
鋼
ス
ラ
グ
に
分
か
れ
ま
す
。

製
鋼
ス
ラ
グ
は
、
さ
ら
に
転
炉

ス
ラ
グ
と
電
気
炉
ス
ラ
グ
に
分

か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ラ
グ

は
、
製
造
工
程
や
組
成
の
違
い

か
ら
、
密
度
、
粒
度
等
が
異
な

っ
て
お
り
、
水
硬
性
や
膨
張
性

を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
特
性
を
活
用
し
た
り
、

他
の
材
料
と
混
合
し
て
そ
の
特

性
（
例
え
ば
膨
張
性
）
を
抑
え

た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設

コ
ス
ト
の
縮
減
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
促
進
に
よ
る
循
環
型
社
会
形

成
へ
の
寄
与
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

製
鋼
ス
ラ
グ
の
特
徴
及
び

利
用
用
途
を
表
―
１
に
示
し

ま
す
1）

。

●
港
湾
工
事
用
水
砕
ス
ラ
グ
利
用
手
引
書

（
平
成
元
年
八
月
）

水
砕
ス
ラ
グ
は
天
然
砂
に
類
似
し
た
土
質

力
学
特
性
を
持
ち
ま
す
が
、
天
然
砂
に
比
べ

て
単
位
体
積
重
量
が
小
さ
く
、
粒
子
が
角
張

っ
て
お
り
、
透
水
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
天
然
砂
に
は
見
ら
れ
な
い
潜
在
水
硬
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
経
済
的
で
合
理
的
な
港
湾
構
造

物
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
手
引

書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
菊
池
・
高
橋
（
一

九
九
八
）
は
、
港
湾
工
事
施
工
後
六
年
か
ら
十

年
経
過
し
た
水
砕
ス
ラ
グ
の
特
性
に
つ
い
て

調
べ
て
い
ま
す
。
菊
池
・
高
橋
の
調
べ
た
水

clo
se
up
techno

lo
g
y

高
炉
ス
ラ
グ�

製
鋼
ス
ラ
グ�

徐冷スラグ�

水砕スラグ�

転炉スラグ�

電気炉スラグ�

種　類� 主な特徴�

高炉一貫製鉄所�

主な用途� 発生場所�

・砂と同程度又は若干軽量で30～�
  40mm以下の礫状�

・黄濁水の発生に注意�

・高ph�

・有害物質の溶出に注意�

・砂状で軽量�

・アルカリ刺激により固結�

・有害物質の溶出に注意�

・30～40mm以下の礫状で非常に重い�

・遊離石灰等と水が反応して膨張�

・高ph�

・有害物質の溶出に注意�

・舗装用材�

・コンクリート用骨材�

・裏込材�

・軟弱地盤の覆土材�

・コンクリート用骨材�
・舗装用材�
・サンドコンパクション�
  パイル用材�

電気炉工場、電気
炉を有する高炉一
貫製鉄所�

・舗装用材�

表―1 鉄鋼スラグの特徴及び利用用途
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砕
ス
ラ
グ
は
施
工
後
長
い
間
海
水
の
作
用
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

水
砕
ス
ラ
グ
は
全
層
に
わ
た
っ
て
固
結
し
て

い
ま
し
た
。
菊
池
・
高
橋
は
、
固
結
強
度
と

経
年
変
化
の
関
係
を
求
め
、
固
結
強
度
は
最

大
で
二
十
kgf
／
　
に
及
ぶ
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
固
結
後
の
水
砕
ス
ラ
グ
の
内

部
摩
擦
角
が
新
鮮
な
状
態
の
摩
擦
角
と
ほ
ぼ

同
等
で
あ
る
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
鐵
鋼
ス
ラ
グ
協
会
と
（
財
）

沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研

究
で
、
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
や

護
岸
の
裏
埋
材
と
し
て
の
適
用
性
を
調
べ
る

現
地
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
水
の
濾
過
材
や
、
海
域
の
覆
砂
材
と
し
て

の
利
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
の
現
地
試
験

も
別
途
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
底
面
に
水
砕

ス
ラ
グ
を
薄
く
撒
い
た
場
合
に
は
固
化
し
に

く
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
宮
田
ら
（
二
〇
〇

〇
）
に
よ
る
海
底
の
設
置
実
験
で
はH

2S

の

発
生
抑
制
や
各
種
の
生
物
の
生
息
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
広
島
県
で
海
砂
の

採
取
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
良
質
な
覆
砂
材

の
入
手
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
浅
場
や
干
潟
の
造
成
を
可

能
と
す
る
材
料
と
し
て
の
さ
ら
な
る
技
術
開

発
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
港
湾
工
事
用
製
鋼
ス
ラ
グ
利
用
手
引
書

（
平
成
十
二
年
三
月
）

製
鋼
ス
ラ
グ
は
、
天
然
の
砕
石
と
類
似
し

て
お
り
、
従
来
か
ら
道
路
用
路
盤
材
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
等
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
溶
出
水
が
ア
ル

カ
リ
性
を
示
す
、
わ
ず
か
に
膨
張
す
る
等
の

性
質
が
あ
り
、
利
用
が
や
や
遅
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
砂
に
比
べ
て
単
位
体
積
重
量
及
び

内
部
摩
擦
角
が
大
き
い
と
い
う
優
れ
た
土
質

力
学
特
性
が
あ
る
た
め
、
製
鋼
ス
ラ
グ
を
港

湾
工
事
用
材
料
と
し
て
用
い
れ
ば
、
よ
り
合

理
的
で
経
済
的
な
港
湾
構
造
物
を
得
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

地
盤
改
良
材
と
し
て
は
、
安
定
性
が
大
き

い
（
内
部
摩
擦
角
が
大
き
い
）
の
で
、
置
換

工
法
と
し
て
、
ま
た
重
量
が
大
き
い
こ
と
か

ら
プ
レ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
工
法
に
適
用
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
透
水
性
が

高
く
、
膨
張
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ド
レ
ー
ン
工
法
や
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン

パ
イ
ル
工
法
に
も
適
用
が
可
能
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
性
が
大
き
く
、
重
い

と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
セ
ル
、
ケ
ー
ソ
ン
、

二
重
矢
板
の
中
詰
め
材
と
し
て
の
利
用
も
期

待
で
き
ま
す
。

伊
藤
ら
（
一
九
九
七
）
は
、
転
炉
ス
ラ
グ

を
対
象
と
し
て
、
ス
ラ
グ
散
布
に
よ
る
海
底

泥
か
ら
の
硫
化
物
の
溶
出
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
酸
化
カ
ル
シ

ウ
ム
の
溶
出
に
よ
る
海
水
の
pH
上
昇
に
伴
っ

て
、
海
底
泥
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
が
溶

出
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
海
水
の
pH
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
ス
ラ
グ
の
前
処
理
や

散
布
量
、
散
布
方
法
等
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

製
鋼
ス
ラ
グ
は
、
鉄
分
を
含
ん
で
い
る
た

め
に
土
粒
子
密
度
が
高
く
、
遊
離C

aO

を
含

む
た
め
に
粒
子
が
一
部
崩
壊
し
て
そ
の
結
果

膨
張
す
る
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
製
鋼
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
は
遅

れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
Ｆ
Ｓ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
よ
う
に
技
術
開
発
が
徐
々
に
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。

●
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

―
製
鋼
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
技
術
―

（
平
成
十
五
年
三
月
）

鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
は
、
製
鋼
ス
ラ

グ
と
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
を
主
要
原
料
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
、
高

炉
水
砕
ス
ラ
グ
を
配
合
し
て
生
成
す
る
も
の

で
す
。
砂
利
、
砂
等
の
天
然
材
料
を
全
く
使

用
し
な
い
画
期
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
港
湾
工
事
に
お
け
る
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
や
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
適
用
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
製
鋼
ス

ラ
グ
の
膨
張
性
を
評
価
す
る
た
め
、
新
た
な

品
質
指
標
と
し
て
「
製
鋼
ス
ラ
グ
の
粉
化
率

試
験
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
最
新
の
技
術
開

発
成
果
を
用
い
、
製
品
化
す
る
た
め
の
指
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
―
１
）

石
炭
灰
の
利
用

石
炭
灰
は
、
主
と
し
て
石
炭
火
力
発
電
所

と
一
般
産
業
自
家
発
電
用
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
発

生
し
ま
す
。
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

電
気
事
業
で
は
石
油
か
ら
石
炭
へ
の
燃
料
の

転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
九
九
七
年
度
末

に
お
け
る
石
炭
火
力
の
発
電
設
備
容
量
は
五

十
七
基
、
二
一
九
一
万
kW
、
電
源
構
成
比
で

十
・
二
％
を
占
め
、
発
電
電
力
量
比
率
で
は

一
九
九
七
年
度
末
推
定
で
十
四
・
八
％
を
占

め
て
い
ま
す
7）
。
現
在
運
転
中
の
石
炭
に
よ

る
発
電
所
の
発
電
量
は
二
四
五
三
万
kW
で
、

近
い
将
来
五
十
％
近
く
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

石
油
危
機
以
降
、
燃
料
と
し
て
石
炭
が
再

評
価
さ
れ
て
、
今
後
需
要
が
着
実
に
増
加
す

る
見
通
し
で
す
。

石
炭
灰
の
発
生
量
は
、
平
成
十
年
度
実
績

で
、
電
気
事
業
と
一
般
産
業
を
加
え
て
六
八

〇
万
ト
ン
で
す
。
石
炭
灰
の
有
効
利
用
率
は
、

電
気
事
業
の
場
合
で
六
十
九
・
八
％
、
一
般

産
業
で
八
十
九
・
七
％
で
す
。

●
Ｆ
Ｇ
Ｃ
深
層
混
合
処
理
工
法
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
用
い
た
軟
弱

地
盤
改
良
工
法
）（
平
成
十
四
年
十
二
月
）

Ｆ
Ｇ
Ｃ
深
層
混
合
処
理
（
Ｆ
Ｇ
Ｃ
―
Ｄ
Ｍ
）

工
法
と
は
、
石
炭
灰
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
、

F
ly

‐A
sh

）、
石
こ
う
（G

ypsum

）
及
び
セ

メ
ン
ト
（C

em
ent

）
の
三
種
混
合
材
料
を
軟

弱
地
盤
改
良
工
法
で
あ
る
深
層
混
合
処
理
工

法
に
適
用
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
工
法
の
特

徴
は
、
従
来
軟
弱
地
盤
の
改
良
に
用
い
ら
れ

て
い
る
代
表
的
な
安
定
剤
で
あ
る
セ
メ
ン
ト

に
、
新
た
に
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
と
石
こ
う
を

適
当
な
配
合
比
率
で
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

低
強
度
に
お
い
て
も
改
良
強
度
に
変
動
の
少

な
い
経
済
的
な
固
結
工
法
を
実
現
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｇ
工
法
に
よ
れ
ば
、
対
象

地
盤
の
土
質
性
状
に
応
じ
て
、
安
定
剤
の
配

合
比
及
び
ス
ラ
リ
ー
量
を
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
低
強
度
か
ら
二
・
五
MN
／
㎡
程
度
ま
で

の
幅
広
い
改
良
地
盤
を
得
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
一
般
に
深
層
混
合
処
理
工
法
で
は
、
所

定
の
改
良
強
度
を
均
一
に
得
る
た
め
に
必
要

な
安
定
剤
の
ス
ラ
リ
ー
量
は
九
十
〜
三
〇
〇

ｌ
／
　
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
安
定
剤
ス

ラ
リ
ー
量
の
範
囲
に
お
け
る
一
軸
圧
縮
強
さ

は
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
深
層
混
合
処
理
）
工
法
で

一
・
二
MN
／
㎡
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
Ｆ
Ｇ

Ｃ
―
Ｄ
Ｍ
工
法
で
は
、
〇
・
一
〜
二
・
五

MN
／
㎡
程
度
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

cl
o
se
up
te
ch
no
lo
g
y

cm2

ｍ3

写真―１　鉄鋼スラグ水和固化体
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海
の
波

海
の
波
は
、
そ
の
周
期
に
よ
っ
て
様
々
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
も
周
期
の
短
い
も

の
で
は
、
水
面
上
の
シ
ワ
の
よ
う
に
見
え
る

小
さ
な
波
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
海
岸
や

港
で
よ
く
目
に
す
る
波
は
「
波
浪
」
と
言
っ
て
、

周
期
は
数
秒
〜
二
十
秒
程
度
の
も
の
を
指
し

ま
す
。
ま
た
最
近
、
荷
役
障
害
の
原
因
と
し
て

注
目
を
浴
び
て
い
る
長
周
期
波
（
周
期
が
三
十

秒
〜
数
分
）、
さ
ら

に
周
期
の
長
い
津
波

や
高
潮
、
潮
汐
も
波

の
仲
間
と
言
え
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
「
波

浪
」
の
観
測
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

何
を
測
る
の
か

何
を
測
る
の
か
、

こ
れ
が
波
浪
観
測
に

は
重
要
で
す
。
最
も

初
歩
的
に
は
、
波
の

高
さ
（
波
高
）
と
繰

り
返
し
の
時
間
（
周

期
）
を
測
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
海
岸
で

波
を
見
て
い
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、
個
々
の
波
は
大
き
く
な
っ
た

り
小
さ
く
な
っ
た
り
、
常
に
変
動
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
波
高
と
周
期

を
測
る
場
合
に
は
、
一
定
時
間
測
定
し
た
上

で
個
々
の
波
を
統
計
的
に
処
理
し
、
有
義
波

高
や
有
義
波
周
期
と
い
う
代
表
値
で
表
現
す

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
定

時
間
と
し
て
一
〇
〇
波
以
上
の
取
得
が
目
安

と
さ
れ
、
ナ
ウ
フ
ァ
ス
（
全
国
港
湾
海
洋
波
浪

情
報
網
）
で
は
二
十
分
間
の
観
測
を
標
準
と

し
て
い
ま
す
。

波
高
・
周
期
と
と
も
に
重
要
な
要

素
と
し
て
波
向
が
あ
り
ま
す
。
高
い

波
は
ど
の
方
向
か
ら
や
っ
て
く
る
の

か
、
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
防
波
堤

や
構
造
物
を
構
築
す
る
際
に
は
重
要

で
す
。
実
際
の
海
で
は
、
波
高
・
周

期
が
変
動
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、

波
向
も
あ
る
一
つ
の
方
向
を
中
心
と

し
つ
つ
も
、
波
向
の
範
囲
は
広
が
り

を
持
っ
て
変
動
し
て
い
ま
す
。
波
向

の
広
が
り
の
平
均
的
な
中
心
を
平
均

波
向
、
最
も
成
分
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強

い
波
の
方
向
を
ピ
ー
ク
波
向
と
呼
び

ま
す
。

一
定
時
間
観
測
し
た
デ
ー
タ
か
ら

得
ら
れ
る
、
周
期
と
波
高（
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
の
分
布
を
周
波
数
ス
ペ
ク
ト
ル
、

方
向
別
に
周
波
数
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
し
た

も
の
を
方
向
ス
ペ
ク
ト
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

何
で
測
る
の
か

波
浪
観
測
は
、
当
初
は
目
視
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
定
量
的
に

評
価
す
る
た
め
観
測
機
器
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
初
期
の
頃
は
波
高
・
周
期
を

観
測
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
テ
ッ
プ

式
波
高
計
、
容
量
式
波
高
計
、
ブ
イ
式
波

高
計
、
水
圧
式
波
高
計
、
超
音
波
式
波

高
計
等
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

波
向
や
方
向
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
す
る

た
め
に
、
三
軸
加
速
度
計
や
傾
斜
計
を
組
み

込
ん
だ
ブ
イ
式
波
高
計
、
超
音
波
式
流
速
計
、

複
数
の
波
高
計
を
組
み
合
わ
せ
た
波
高
計
ア

レ
ー
等
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

一
長
一
短
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
既
存
の
波
浪
観
測
の
問
題
点
を

解
消
し
、
単
一
の
海
底
セ
ン
サ
ー
で
海
面
の

波
高
・
周
期
と
表
層
付
近
の
方
向
ス
ペ
ク
ト

ル
（
波
向
）
の
測
定
を
可
能
に
し
た
も
の
が

海
象
計
で
す
。
波
高
計
・
波
向
計
・
流
速
計

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
海
象
計
は
、
ナ
ウ
フ

ァ
ス
で
の
沿
岸
波
浪
観
測
の
主
力
機
器
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
文
／
（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

波
浪
情
報
部
　
業
務
第
一
課
長
　
山
本

忠
治

クローズアップ・テクノロジー2

clo
se
up
techno

lo
g
y

波を測る

低
強
度
の
地
盤
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
改
良
地
盤
に
直
接
鋼
杭
や
鋼
（
鋼
管
）
矢
板

等
を
打
ち
込
む
こ
と
が
容
易
で
あ
る
た

め
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
改
良
地
盤
で
必
要
と
さ
れ
る

高
圧
噴
射
工
法
等
の
補
助
工
法
が
不
要
と

な
り
、
施
工
性
・
経
済
性
が
向
上
す
る
。

②
改
良
地
盤
の
掘
削
が
容
易
で
あ
る
。

③
掘
削
残
土
な
ど
の
処
理
や
リ
ユ
ー
ス
が
容

易
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
そ
れ
自
身
が
目
的
で
は
な

く
、
構
造
物
と
し
て
の
強
度
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
て
も
い
け
な
い

し
、
も
ち
ろ
ん
環
境
の
悪
化
に
十
分
考
慮
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
意
味
で
、

個
々
の
技
術
開
発
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
評
価

す
る
技
術
も
同
時
に
開
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
港
湾
・
空
港
工
事
を
は
じ
め
と
す

る
土
木
工
事
で
は
、
現
地
で
の
評
価
実
験
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国
や
自

治
体
が
現
場
を
使
い
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
係
る
技
術
開
発
を
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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水
の
多
機
能
性
と
水
運
の
利
点

井
上

第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
皇

太
子
殿
下
に
よ
る
「
京
都
と
地
方
を
結
ぶ
水

の
道
」
と
題
し
た
平
安
京
か
ら
育
ま
れ
た
古

都
の
水
運
の
歴
史
に
関
す
る
記
念
講
演
で
開

幕
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
主
催
機
関

と
し
て
参
加
し
、
会
長
は
「
水
と
交
通
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
講
演
で
特
に
主
張
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

聴
衆
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
内

陸
水
運
を
利
用
す
る
こ
と
で
陸
上
交
通
の
混

雑
を
緩
和
で
き
る
こ
と
は
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
国
の
方
々
か
ら
は
、

内
陸
水
運
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
声
も

聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

提
案
さ
れ
る
と
、
な
ぜ
か
反
対
の
声
が
非
常

に
多
く
上
が
り
ま
す
。
特
に
環
境
保
護
団
体

な
ど
か
ら
は
、
河
川
や
そ
こ
に
棲
息
す
る
生

物
を
破
壊
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を

な
ぜ
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
え
る
の
か
と
い

っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
講
演
で
特
に
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と

は
、
各
国
の
水
路
の
管
理
者
は
、
現
状
の
問

題
解
決
の
た
め
だ
け
に
知
恵
を
絞

る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
五
十
年
前
で
し
た
ら
、

水
路
の
管
理
は
航
行
や
そ
れ
に
伴

う
安
全
性
、
あ
る
い
は
洪
水
等
の

防
災
と
い
っ
た
特
定
の
機
能
に
重

点
を
置
け
ば
良
か
っ
た
。し
か
し
、

現
在
は
水
路
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

No.10  2003 CDIT 10

（財）沿岸開発技術研究センター
前理事長　井上　興治

CDIT対談

沿岸の未来を見据えて

水運の可能性を多くの人々に伝える努力
いつの時代でも社会は基盤整備を必要とする
若いプロフェッショナルを育成する

今、世界では、物流の国際競争の激化、交通基盤の整備と環境の調和、水運へのモーダルシフト、
港湾のセキュリテイなど多様で困難な問題に局面しています。

このたび、120年近い歴史を持つ国際航路協会PIANC会長VAN DEN EEDE氏が
京都で開催された第３回世界水フォーラムで基調講演をされるために来日しましたので、
この機会にPIANCがこのような問題にどのように取り組んでいるかをお聞きしました。

（平成15年3月18日、京都において対談実施）

ゲスト― Eric Cyrille VAN DEN EEDE  氏
国際航路協会PIANC会長
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機
能
を
追
求
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
特
定
の
機
能
に
プ
ラ
イ
オ
リ
ィ

テ
ィ
を
置
く
の
で
は
な
く
、
複
数
の
機
能
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
やInland

N
avigation

（
内
陸
水
運
）
に
関
係
す
る
人
た

ち
は
、
水
路
の
持
つ
利
点
を
も
っ
と
多
く
の

一
般
の
人
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、「
持
続
可
能
な
輸
送
手
段
と
し
て

の
水
運
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
多
く
の
パ
ネ
ラ
ー
が
内
陸

水
運
の
優
位
さ
を
主
張
し
な
が
ら
、
実
現
の

難
し
さ
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
会
長
は
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

パ
ネ
ラ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
内

陸
水
運
を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
を
す
べ
き

か
は
す
べ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

実
現
の
た
め
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
政
府
や

一
般
の
人
た
ち
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
す
。

例
え
ば
、
ア
ジ
ア
で
も
最
大
の
川
で
あ
る

メ
コ
ン
川
は
、
内
陸
水
運
の
可
能
性
が
非
常

に
高
い
川
で
す
。
し
か
し
、
政
府
の
担
当
者

の
関
心
は
道
路
建
設
に
向
い
て
お
り
、
川
の

使
用
に
関
し
て
は
無
視
し
て
い
る
状
況
で
す
。

で
す
か
ら
、
政
府
や
関
係
者
を
納
得
さ
せ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
こ
と

が
一
番
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
い
ま
海
の
高

速
道
路
（m

otorw
ay
of
the
sea

）
が
非
常

に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
英
国
政
府
は
、

こ
の
海
の
高
速
道
路
に
関
し
て
理
解
を
示
し

て
お
り
、
現
在
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
つ
く
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

島
国
と
い
う
点
で
、
日
本
と
英
国
の
状
況

は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、

実
現
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に

日
本
で
は
人
口
の
多
く
が
沿
岸
域
に
住
ん
で

い
ま
す
。
水
路
を
実
際
に
建
設
す
る
こ
と
は

不
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
高
速

道
路
を
つ
く
る
代
わ
り
に
海
を
開
発
し
て
使

う
こ
と
を
追
求
す
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
別
に
設
計
し
た
バ
ー
ジ
な

ど
を
利
用
し
て
首
都
圏
周
辺
部
を
結
ぶ
短
距

離
の
水
上
輸
送
を
行
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で

高
速
道
路
の
渋
滞
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

井
上

内
陸
水
運
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
・
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府

が
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
政
策
を
執
っ
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。
内
陸
水
運
を
プ
ロ
モ
ー
ト

す
る
た
め
の
非
常
に
有
効
な
政
策
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

も
ち
ろ
ん
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の

政
府
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
と
き
に
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

市
場
を
歪
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
か
ら
、
補
助
金
が
正
規
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
ま
ま
で
内
陸
水

運
に
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
会
社
と
、
経
験

が
あ
り
か
つ
新
し
い
交
通
手
段
を
追
求
し
よ

う
と
し
て
い
る
会
社
が
協
同
で
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
場
合
に
対
し
て
、
総
額
の
八
十
％

の
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

契
約
期
間
は
十
年
間
。
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
と
必
要
な
施
設
の
補
償
等
の
効
率
が
計

算
さ
れ
て
、
毎
年
、
実
際
に
交
通
量
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
契
約
に
基
づ
い
た
数
値
に
達

し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
水

運
利
用
は
ト
ン
ベ
ー
ス
で
四
十
％
増
え
ま
し

た
。
す
べ
て
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
さ
れ
る

と
、
さ
ら
に
五
十
％
増
加
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
一
〇
〇
％
の

活
動
か
ら
脱
皮
を
図
る

井
上

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、水
上
交

通
の
維
持
発
展
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

一
九
九
九
年
、
私
が
会
長
に
就

任
し
て
最
初
に
始
め
た
仕
事
は
新
し
い
ポ
リ

シ
ー
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と
で

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
会
員
全
員
が

一
〇
〇
％
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
団
体
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多

機
能
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
人
々
が
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
の
視

野
も
広
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
建
設
の
み
な
ら
ず
、
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
活
動
も
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の

存
在
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
認
知
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
仕
事
は
、
作
業
部
会
の
レ
ポ
ー

ト
の
出
版
で
す
。
作
業
部
会
の
上
に
は
四
つ

の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
し

い
調
査
・
研
究
等
の
開
発
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
・
研
究
等
か
ら
得
ら

れ
た
新
し
い
専
門
知
識
の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に

あ
る
か
も
追
求
し
て
い
ま
す
。

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
で
は
、

作
業
部
会
の
た
め
に
常
に
新
し
い
課
題
を
探

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
承
認
さ
れ
る
と
各
国

に
代
表
の
方
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
は
作
業
部
会
や
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
新
た
な
活
動
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
運
営
や
電
子
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、

会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

特
に
若
い
メ
ン
バ
ー
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在

運
営
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
満
足
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
継
続
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
行
い
、
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

書
き
込
み
を
し
て
く
る
人
た
ち
は
、
要
求
が
多

く
常
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
電
子
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
で

は
、
こ
れ
ま
で
年
三
回
の
配
信
ペ
ー
ス
を
、

今
年
か
ら
四
半
期
に
一
回
の
ペ
ー
ス
に
、
将

来
的
に
は
一
カ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
に
し
て

CDIT対談
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い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
に
す
べ
て
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
各
国
の
状
況
に

つ
い
て
記
事
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

井
上

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中

で
「
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
促
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
目
に
し

ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
集

団
で
は
あ
る
が
、
幅
広
い
分
野
の
専
門
家
を

交
え
て
議
論
す
る
方
向
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
ご
発
言
は
、
こ
の
言
葉
が
表
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

非
常
に
興
味
深
い
例
で
は
、
現

在
い
く
つ
か
の
作
業
部
会
に
は
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世

界
野
生
生
物
基
金
）
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
と

い
っ
た
環
境
保
護
団
体
の
人
た
ち
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
レ

ポ
ー
ト
も
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
い

意
見
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
・
団
体
と
提
携
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
公
式
な
協
力
関
係
を
結
ん

だ
唯
一
の
外
部
団
体
と
し
て
、
東
京
に
本
部

を
置
く
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｈ
（
国
際
港
湾
協
会
）
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
、我
々
は
港
湾
か
ら
少
し
離
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、四
年
前
か

ら
、新
し
い
情
報
や
レ
ポ
ー
ト
の
交
換
を
通
し

て
、
相
互
の
補
完
関
係
を
確
立
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
各
国
共
通
の

問
題
を
議
論
す
る

井
上

今
、
多
く
の
国
や
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
港
湾
や
沿
岸

域
の
環
境
問
題
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
な

ど
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

我
々
は
、
メ
ン
バ
ー
の
発
言
に

耳
を
傾
け
る
、
メ
ン
バ
ー
主
導
の
団
体
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
二
月
に
行

っ
た
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
会

議
で
は
、
日
本
の
野
田
節
男
さ
ん
を
含
む
四

名
の
副
会
長
が
よ
り
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
を
ア
シ
ス
ト

す
る
方
針
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
四
名
が
Ｐ

Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
中
で
最
大
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

を
置
く
課
題
は
何
か
を
深
く
議
論
し
ま
す
。

こ
の
議
論
を
経
た
課
題
を
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
は
常

に
ア
ジ
ア
各
国
の
中
か
ら
一
人
を

副
会
長
に
選
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
九
月
十
一
日
に
起
き
た
ア
メ
リ

カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
後
に
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
が
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
関
与
す
べ
き
か
否
か
。

ア
メ
リ
カ
を
含
む
メ
ン
バ
ー
か
ら
出

た
答
え
は
「
ノ
ー
」
で
し
た
。
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｎ
Ｃ
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
を
出
版
す
れ
ば
、
内
容

が
公
開
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
わ

な
い
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

井
上

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
ハ
ン
ブ

ル
グ
の
よ
う
な
大
き
な
港
湾
が
あ
り

ま
す
。
国
際
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
問

題
に
関
し
て
は
、
各
国
の
港
湾
が

競
争
関
係
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
港
湾
が
一

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
ク
ラ
ス
の
船
舶
に
対
応

す
る
た
め
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

荷
役
を
行
う
必
要
か
ら
大
水
深
で
、
か
つ
情

報
化
し
た
港
湾
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
大
き
な
課
題
も
持
っ
て
い
ま
す
。

技
術
的
な
課
題
を
持
つ
と
同
時
に
、
港
湾

同
士
の
競
争
関
係
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い

て
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
と
し
て
ご
意
見
が
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
、
港
湾
に
関
す

る
商
業
的
な
問
題
に
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。

純
粋
に
技
術
的
・
科
学
的
な
問
題
に
関
与
す

る
団
体
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
各
国

の
港
湾
が
競
争
関
係
に
あ
る
状
況
だ
と
し
て

も
、
す
べ
て
の
港
湾
が
影
響
を
受
け
る
よ
う

な
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
の
み
話
し
合

い
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
出
さ
れ
た
あ
る
新
た

な
規
制
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
港
湾
が
そ

の
規
制
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
各
国

の
港
湾
が
参
加
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｐ

Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
こ
の
よ
う
な
共
通
の
問
題
が
発

生
し
た
と
き
に
話
し
合
い
が
で
き
る
理
想
的

な
団
体
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

井
上

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
運
輸
省
の
方

が
、
船
舶
の
大
型
化
が
老
朽
化
し
て
き
た
港

湾
施
設
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

大
型
船
の
就
航
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
荷
役
に

応
え
る
た
め
、
港
湾
サ
イ
ド
で
は
新
技
術
の

導
入
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
を
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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終
わ
っ
て
い
な
い
社
会
基
盤
整
備

井
上

最
近
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
分
野
で
科
学
技
術

が
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
土
木
工
学
を
含
め
た
社
会
基

盤
分
野
に
対
す
る
研
究
開
発
へ
の
関
心
が
薄

れ
て
き
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
な
流
れ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

非
常
に
興
味
深
い
質
問
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
若
い
人
た
ち
が
工
学
系
の

分
野
に
興
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
、
大
学
で
も
ソ
フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
の

分
野
が
学
生
を
惹
き
つ
け
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
理
由
は
、
社

会
や
報
道
姿
勢
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
交
通
渋
滞
や
事
故
と
い
っ
た
問
題
を
原
因

が
別
に
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
せ
い
に
仕
勝
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
対
す
る
興
味

を
一
般
や
若
い
人
が
失
っ
て
き
て
い
る
状
況

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
助
け
る
活
動
と
し
て
は
、

最
初
に
お
話
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
や
若
い
人
た

ち
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
内
陸
水
運
に
対
す
る
見
方
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
つ
の
時
代
で

も
社
会
は
交
通
の
手
段
を
必
要
と
し
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
彼
ら
が
誤
解
し
て
い
る
否

定
的
な
考
え
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
若
い
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
社
会
の
中
で
育
て
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
も
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
が
進
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
若
い
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
年
内
に
つ
く
る
予
定

で
す
。

井
上

日
本
で
は
、
社
会
基
盤
の
整
備
に
対

し
て
十
分
に
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
か
ら
、
も
う

お
金
を
か
け
な
く
て
い
い
で
は
な
い
か
と
い

う
議
論
も
出
て
い
ま
す
。
交
通
渋
滞
も
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
水
運
に
つ
い
て
も
不

充
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
二
〇
〇
三
年
度
の
国
家
予
算
の
中

で
社
会
基
盤
整
備
の
た
め
の
予
算
が
四
％
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
基
盤

整
備
は
も
う
十
分
だ
と
い
う
見
方
が
広
ま
っ

て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

状
況
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

一
般
の
人
た
ち
が
、
イ
ン
フ
ラ

が
十
分
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

私
は
同
意
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
ま
だ
あ
り
ま

す
。
放
置
し
て
お
く
と
劣
化
が
早
く
進
ん
で

し
ま
っ
た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
遅
れ
て
新

た
に
建
設
す
る
必
要
が
出
て
く
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
性
能
要
求
を
満
た
し
て
い
な
い
水

路
や
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
将
来
に
向

け
た
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
新
し
い
水
路
を
つ
く
る
必
要
性
も

ま
っ
た
く
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

来
月（
四
月
）、ベ
ル
ギ
ー
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
交
通
大
臣
が
一
堂
に
会
す
る
会
議
が
開
か

れ
ま
す
。
一
九
五
三
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
の
時
期
に
内
陸

水
運
に
関
し
て
、
水
路
は
ク
ラ
ス
４
（
長
さ
八

十
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

が
二
、
三
メ
ー
ト
ル
、
総
重
量
一
三
〇
〇
〜

一
五
〇
〇
ト
ン
の
船
舶
に
適
応
し
た
も
の
）

に
統
一
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
数
年
前
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
出
さ
れ
た

勧
告
で
は
、
今
後
、
水
路
は
ク
ラ
ス
５
（
長

さ
一
八
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
一
・
四
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
が
三
〜
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
総
重
量

四
四
〇
〇
ト
ン
の
船
団
に
適
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）の
義
務
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
各
国
大
臣
が
国
際
組
織
か

ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
私
も
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
立
場
か
ら
今
後
の

内
陸
水
運
の
あ
り
方
を
お
話
し
す
る
つ
も
り

で
す
。

Ｊ
Ｓ
―
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
へ
の
期
待

井
上

最
後
に
、
日
本
そ
し
て
Ｊ
Ｓ
―
Ｐ
Ｉ
Ａ

Ｎ
Ｃ（
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
日
本
部
会
）に
対
し
て
、

期
待
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｊ
Ｓ
―
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
方
々
に

は
、
我
々
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
作
業
部
会
に

今
後
と
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ま
策
定
を
進
め
て
い
る
若
い

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
を
惹
き
つ

け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
う
い
っ
た
若

い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
々
が
参
加
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
な
ど
の
開
催
や
、
そ

の
中
で
若
い
人
た
ち
の
た
め
の
議
題
や
ト
ピ

ッ
ク
を
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
、
我
々
の
主
な
レ
ポ
ー
ト
を
日
本
語
に

翻
訳
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
我
々
の
団
体
の
公
用

語
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ク

シ
ョ
ン
で
は
す
べ
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
ス
ペ
イ

ン
語
に
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ
リ

ア
や
ド
イ
ツ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
多
く
の
レ

ポ
ー
ト
が
母
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
日
本
の
方
々
に
興
味
を
惹
く
レ
ポ
ー
ト

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
エ
レ
メ
ン
ト
の
み
で
構
わ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
語
に
翻
訳
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
今
後
の
日
本
の
進
路
に
役

に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
各
国
で
運
営
し
て
い
る
独
自
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
本
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
下

に
リ
ン
ク
す
る
形
で
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

井
上

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

日
本
の
人
た
ち
も
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本
の
若
い
人
た
ち

が
外
国
語
に
精
通
で
き
る
時
代
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ

Ｃ
の
会
員
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
日
本
も
も
っ
と
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
と
の
交
流

も
盛
ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

CDIT対談
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国
際
海
岸
工
学
会
議
の
概
要

こ
の
国
際
会
議
（International

C
onference

on
C
oastal

E
ngi-

neering

）
は
一
九
五
〇
年
に
始
ま

っ
た
、
二
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
学

術
発
表
の
場
で
あ
り
、
世
界
各
国
か

ら
海
岸
工
学
、
港
湾
水
工
学
に
関
す

る
論
文
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
地
は
特
定
し
て
お
ら
ず
、
誘
致

を
希
望
す
る
国
の
中
か
ら
順
に
選
ば

れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
六
百
編
を
超

え
る
発
表
希
望
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

三
百
余
編
の
論
文
が
五
日
間
に
わ
た

っ
て
発
表
さ
れ
、
討
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
会
議
へ
の
出
席
者
は
五
百

名
以
上
で
そ
の
他
に
同
伴
者
も
加
わ

り
ま
す
。
参
加
者
の
居
住
国
で
は
三

十
カ
国
を
超
え
ま
す
。

海
岸
工
学
の
成
立
以
前

人
々
が
港
を
築
き
、
海
浜
を
防
護

し
て
き
た
歴
史
は
遙
か
昔
に
さ
か
の

ぼ
り
、
す
べ
て
経
験
の
積
み
重
ね
で

し
た
。
近
代
に
至
り
、
数
学
、
力
学

な
ど
の
自
然
科
学
が
体
系
化
さ
れ
、

工
学
に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
エ
ア
リ
ー
が
波
動
の
理
論
を

発
表
し
た
の
は
一
八
四
五
年
の
こ
と

で
、
そ
れ
以
降
、
一
定
周
期
の
波
の

理
論
が
次
々
に
導
か
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
理
論
が
工
学
に
導
入
さ
れ
た

の
は
一
九
二
八
年
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

サ
ン
フ
ル
ー
が
重
複
波
の
波
圧
理
論

を
発
表
し
、
や
が
て
国
際
航
路
会
議

の
場
で
、
防
波
堤
の
設
計
波
圧
理
論

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
暴
風
に
よ
る
高
波
の
大
き

さ
を
見
積
も
る
こ
と
は
設
計
の
基
本

で
あ
り
、
多
く
の
技
術
者
が
目
視
観

測
の
結
果
を
経
験
式
に
と
り
ま
と
め

て
き
ま
し
た
。
英
国
の
ス
チ
ー
ブ
ン

ソ
ン
（
一
八
七
四
年
）、
我
が
国
の

広
井
博
士
（
一
九
二
〇
年
）、
米
国

の
モ
リ
タ
ー
（
一
九
三
四
年
）
な
ど
、

波
高
を
風
速
や
離
岸
距
離
の
関
数
と

し
て
表
示
し
、
ま
た
波
圧
公
式
も
提

案
し
ま
し
た
。
大
規
模
な
防
波
堤
工

事
に
当
た
っ
て
は
、
現
地
観
測
が
い

ろ
い
ろ
試
み
ら
れ
、
ア
ル
ジ
ェ
港
の

ム
ス
タ
フ
ァ
堤
（
混
成
堤
）
が
一
九

三
四
年
に
倒
壊
し
た
と
き
に
は
波
高

九
ｍ
、
波
長
三
〇
〇
ｍ
と
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。

米
国
で
は
、
早
く
か
ら
海
浜
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
が
高

く
、
一
九
二
二
年
に
は
養
浜
に
よ
る

人
工
海
浜
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ニ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
に
造
成
し
、
そ
の
後
も
各

地
で
養
浜
工
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
海
岸
浸
食
に
対
す

る
危
機
意
識
が
強
く
、
航
路
・
港
湾

等
の
水
域
工
事
を
所
管
す
る
陸
軍
工

兵
隊
の
中
に
海
岸
侵
食
局
を
一
九
三

〇
年
に
設
置
し
て
、
浸
食
対
策
の
実

施
・
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る

海
岸
工
学
の
誕
生

新
し
い
技
術
は
戦
争
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
海
岸

工
学
も
そ
の
一
例
で
す
。
連
合
軍
が

世
界
各
地
で
上
陸
作
戦
を
敢
行
す
る

際
に
は
、
海
が
荒
れ
て
い
な
い
こ
と

が
必
要
条
件
の
一
つ
で
す
。
小
型
の

上
陸
用
舟
艇
は
高
波
で
た
ち
ま
ち
に

転
覆
し
、
兵
士
が
溺
死
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
戦
予
定
日
の

天
候
を
予
報
し
、
波
浪
状
況
を
予
測

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
気
象
学
者
の
英
知
が
結
集
さ
れ
、

海
洋
学
者
に
波
浪
予
報
技
術
の
開
発

が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え

た
の
が
米
国
ス
ク
リ
ッ
プ
ス
海
洋
研

究
所
の
ス
ベ
ド
ラ
ッ
プ
と
ム
ン
ク
で
あ

り
、
こ
こ
に
有
義
波
法
あ
る
い
は
頭

文
字
を
と
っ
た
Ｓ
Ｍ
Ｂ
法
（
Ｂ
は
後

に
修
正
を
加
え
た
ブ
レ
ッ
ド
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
に
よ
る
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
合
の
波
か
ら
岸
で
の
砕

け
波
を
予
測
す
る
に
は
、
海
底
地
形

に
よ
る
波
の
屈
折
影
響
を
評
価
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
の
よ
う
に
、

軍
需
物
資
揚
陸
の
た
め
に
臨
時
の
防

波
堤
を
設
置
し
て
静
穏
域
を
確
保
す

る
際
に
は
、
防
波
堤
の
回
折
効
果
を

見
積
も
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
波
の
屈
折
・
回
折
に

つ
い
て
は
、
物
理
学
者
が
分
か
り
や

す
い
解
析
法
を
準
備
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
波
浪
や
海
岸
・
港
湾

構
造
物
に
関
す
る
知
見
が
広
く
収
集

さ
れ
、
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

海
岸
工
学
と
い
う
新
し
い
分
野
が
誕

生
す
る
素
地
が
築
か
れ
ま
し
た
。

最
初
の
海
岸
工
学
会
議

波
浪
推
算
の
新
手
法
で
あ
る
有
義

波
法
は
、
第
二
次
大
戦
中
は
軍
事
機

密
と
さ
れ
、
戦
後
の
一
九
四
八
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が

主
催
し
た
「
海
洋
波
浪
会
議
」
の
講

演
会
で
広
く
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
九
五
〇
年
に
は
米
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
教

授
が
主
導
者
と
な
っ
て
、
新
し
い
技

術
分
野
に
関
す
る
講
演
会
を
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
市
で
開
催
し
、
こ
れ
を
「
海

岸
工
学
会
議
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
で
は
三
十
四
人
の
講
師

が
、
波
の
基
礎
理
論
、
有
義
波
法
、

沖
か
ら
岸
へ
の
波
の
変
形
、
砕
波
、

漂
砂
、
捨
石
防
波
堤
そ
の
他
の
構
造

物
、
河
口
処
理
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
最
新
の
知
見
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
師
た
ち
は
、
海
洋
学
、
気
象
学
、

地
質
・
地
形
学
、
機
械
工
学
、
土
木

工
学
な
ど
、
広
い
分
野
を
代
表
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
若
い
講
師
の
一
人
を

モ
リ
ソ
ン
と
い
い
、
杭
に
働
く
波
力

の
算
定
法
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
で

も
使
わ
れ
て
い
る
モ
リ
ソ
ン
公
式
で

す
。
一
九
四
〇
年
代
か
ら
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
沿
岸
で
始
ま
っ
た
海
底
石
油

の
掘
削
櫓
の
設
計
の
た
め
の
も
の
で

し
た
。

こ
の
講
演
会
は
米
国
内
で
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
翌
年
か
ら
続
け
て
三

回
の
講
演
会
（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ
リ
ッ

海外
フォーラム

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
　
合
田
良
実
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ジ
、
シ
カ
ゴ
）
が
開
催
さ
れ
、
海
岸

工
学
の
名
称
が
定
着
し
ま
し
た
。

国
際
会
議
へ
の
発
展

米
国
で
の
海
岸
工
学
会
議
の
成
功

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
者
・
研
究

者
を
強
く
刺
激
し
ま
し
た
。
前
述
の

サ
ン
フ
ル
ー
を
始
め
と
し
て
、
捨
石

防
波
堤
に
関
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
イ
リ

バ
レ
ン
、
水
槽
の
造
波
理
論
を
提
示

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ー
ゼ
ル
そ
の

他
、
個
別
の
研
究
レ
ベ
ル
は
米
国
よ

り
も
高
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
米
国

で
第
四
回
の
海
岸
工
学
会
議
が
開
か

れ
た
翌
年
の
一
九
五
四
年
、
フ
ラ
ン

ス
が
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
市
に
海
岸
工
学

会
議
を
誘
致
し
て
第
五
回
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
テ
ト
ラ
ポ

ッ
ド
を
発
明
し
た
ネ
ー
ル
ピ
ッ
ク
社

が
同
市
に
本
社
を
構
え
て
お
り
、
こ

れ
が
誘
致
に
成
功
し
た
理
由
の
一
つ

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
次
の
第
六
回
会
議
は
米
国
に

戻
っ
て
一
九
五
七
年
末
に
ゲ
イ
ン
ズ

ビ
ル
（
フ
ロ
リ
ダ
）

で
開
催
さ
れ
た
も

の
の
、
第
七
回
は

一
九
六
〇
年
に
オ

ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ

市
で
開
催
さ
れ
、

そ
れ
以
降
は
国
際

会
議
と
な
っ
て
海

岸
工
学
会
議
が
世

界
各
国
を
回
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。
開
催
地
は
表

―
１
の
通
り
で

す
。

〇
四
年
は
リ
ス
ボ

ン
で
第
二
十
九
回

会
議
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
毎
の
開
催
地

の
数
は
、
海
岸
工

学
研
究
の
盛
況
さ

を
ほ
ぼ
反
映
し
て

い
ま
す
。

日
本
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

第
二
次
世
界
大
戦
に
破
れ
て
復
興

に
必
死
の
努
力
を
続
け
て
い
た
我
が

国
は
、
戦
後
続
け
て
台
風
災
害
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
戦
時
中
に
河
川
・
海

岸
の
保
全
施
設
を
十
分
に
維
持
補
修

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
で
す
。

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
の
十

三
号
台
風
の
高
潮
災
害
を
き
っ
か
け

と
し
て
「
海
岸
法
」
が
一
九
五
六

（
昭
和
三
十
一
）
年
に
公
布
さ
れ
、

海
岸
保
全
施
設
築
造
の
基
準
を
定
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
と
き
、
米
国
に
お
け
る

海
岸
工
学
会
議
の
情
報
は
非
常
に
貴

重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
京
都
大

学
の
故
石
原
藤
次
郎
教
授
の
呼
び
か

け
で
、
土
木
学
会
関
西
支
部
が
第
一

回
海
岸
工
学
講
演
会
を
一
九
五
四
年

に
神
戸
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
土
木
学
会
に
東
京
大
学
本
間
仁

教
授
を
委
員
長
と
す
る
海
岸
工
学
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
以
降
は
海

岸
工
学
委
員
会
が
毎
年
海
岸
工
学
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
米
国
で
開
催
さ
れ
た
第

一
回
か
ら
第
四
回
の
講
演
会
講
演
集

の
翻
訳
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

成
果
は
『
海
岸
工
学
Ⅰ
』、『
海
岸
工

学
Ⅱ
』
と
し
て
丸
善
か
ら
一
九
五
五

年
に
出
版
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
・

技
術
者
が
新
し
い
技
術
分
野
に
触
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
米
国
の
海
岸
侵
食
局
の
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
海
岸
保
全
の
計
画

と
設
計
」
の
原
案
を
故
浜
田
徳
一
博

士
が
一
九
五
三
年
に
留
学
か
ら
帰
国

す
る
際
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
を
若
手

技
術
者
・
研
究
者
が
読
み
解
く
こ
と

に
よ
っ
て
、米
国
流
の
海
岸
工
学
が
日

本
に
定
着
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
海
岸
工
学
会
議
の
運
営

こ
の
会
議
の
事
務
局
は
海
岸
工
学

評
議
会
（C

oastal
E
ngineering

R
esearch

C
ouncil

）
で
あ
り
、
当

初
は
評
議
会
会
長
を
長
年
務
め
た
故

オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
教
授
が
奉
職
す
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は

米
国
土
木
学
会
の
一
組
織
で
あ
る
海

岸
・
海
洋
・
港
湾
・
河
川
セ
ン
タ
ー

（C
oasts,

O
ceans,

P
orts,

and
R
ivers

Institute

）
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
評
議
員
は
十
名
で
、
米
国
人
七

名
、
残
り
は
カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

お
よ
び
日
本
（
筆
者
）
で
す
。

国
際
海
岸
工
学
会
議
は
、
こ
の
評

議
会
と
会
議
を
誘
致
し
た
国
の
組
織

委
員
会
が
共
同
で
開
催
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
海
岸
工
学
評
議
会
は
開
催

を
希
望
す
る
国
の
提
案
を
審
議
し
て

次
期
、
次
々
期
等
の
開
催
地
を
決
定

し
、
開
催
地
の
組
織
委
員
会
に
い
ろ

い
ろ
助
言
し
て
い
き
ま
す
。
発
表
論

文
は
十
名
の
評
議
員
と
次
期
開
催
地

の
代
表
一
名
が
提
出
さ
れ
た
要
旨
を

査
読
し
て
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

国
際
会
議
が
終
了
す
る
と
、
発
表

者
は
二
カ
月
以
内
に
完
成
論
文
を
提

出
し
、
評
議
会
事
務
局
長
が
そ
れ
ら

を
編
集
し
て
印
刷
所
へ
回
し
ま
す
。

論
文
集
（P

roceedings

）
が
会
議
出

席
者
に
配
送
さ
れ
る
の
は
会
議
後
八

〜
十
カ
月
後
で
す
。

日
本
の
影
響
力

こ
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
一
九
五

〇
年
は
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
年
で

あ
り
、
日
本
は
戦
争
特
需
に
よ
っ
て

経
済
再
建
に
よ
う
や
く
そ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
日
本

か
ら
の
最
初
の
論
文
発
表
に
つ
い
て

は
調
査
が
行
き
届
い
て
い
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
と
も
一
九
六
〇
年
の
ハ

ー
グ
の
第
六
回
会
議
に
は
伊
勢
湾
台

風
の
災
害
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
日
本
か
ら
の
発
表
は

次
第
に
増
加
し
て
、
最
近
で
は
発
表

論
文
全
体
の
約
五
分
の
一
を
占
め
、

出
席
者
数
で
は
米
国
と
一
、
二
を
争

う
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
場
で
の
司
会
者
に
も
日
本
か
ら
多

数
が
登
用
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
で
の

海
岸
工
学
の
活
発
な
研
究
状
況
を
反

映
し
て
い
ま
す
。
若
手
の
研
究
者
た

ち
は
、
発
表
会
場
あ
る
い
は
コ
ー
ヒ

ー
ブ
レ
ー
ク
の
場
で
海
外
の
研
究
者

と
元
気
良
く
英
語
で
会
話
を
交
わ
し

て
お
り
、
二
、
三
十
年
前
と
は
様
変
わ

り
し
て
い
る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
。

第 8 回　'62　メキシコシティ（メキシコ）�

第 9 回　'64　リスボン（ポルトガル）�

第10回　'66　東京（日本）�

第11回　'68　ロンドン（英国）�

第12回　'70　ワシントンＤ．Ｃ．（米国）�

第13回　'72　バンクーバー（カナダ）�

第14回　'74　コペンハーゲン（デンマーク）�

第15回　'76　ホノルル（米国）�

第16回　'78　ハンブルグ（ドイツ）�

第17回　'80　シドニー（オーストラリア）�

第18回　'82　ケープタウン（南アフリカ）�

第19回　'84　ヒューストン（米国）�

第20回　'86　台北（台湾）�

第21回　'88　マラガ（スペイン）�

第22回　'90　デルフト（オランダ）�

第23回　'92　ベネチア（イタリア）�

第24回　'94　神戸（日本）�

第25回　'96　オーランド（米国）�

第26回　'98　コペンハーゲン（デンマーク）�

第27回　'00　シドニー（オーストラリア）�

第28回　'02　カーディフ（ウェールズ）�

第29回　'04　リスボン（ポルトガル）予定�

第30回　'06　サンディエゴ（米国）予定�

�

回数　開催年　　　　　開催地� 回数　開催年　　　　　開催地�

表―1 国際海岸工学会議
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沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
21
世
紀
を
創
る
①

は
じ
め
に

関
門
航
路
は
わ
が
国
と
東
ア
ジ
ア

を
結
ぶ
国
際
的
な
海
上
交
通
の
要
衝

で
す
。
北
九
州
港
や
下
関
港
に
出
入

り
す
る
船
、
西
日
本

と
韓
国
と
を
結
ぶ
コ

ン
テ
ナ
船
な
ど
、
一

日
に
約
七
〇
〇
隻
の

船
が
通
航
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漁
業
活

動
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
多
く
の
船

で
い
つ
も
混
雑
し
て

い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
航
路

幅
が
狭
い
と
こ
ろ
で

五
〇
〇
ｍ
し
か
な
く
、

Ｓ
字
型
に
屈
曲
し
、

潮
流
も
早
い
時
は
十

ノ
ッ
ト
以
上
あ
る
こ

と
か
ら
、
わ
が
国
有

数
の
海
上
交
通
の
難

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
関
門
航
路

の
整
備
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四

十
年
）
の
内
務
省
に
よ
る
調
査
着
手

か
ら
は
じ
ま
り
、
ま
も
な
く
整
備
開

始
一
〇
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
営
々
と
し
て
航
路

の
増
深
や
拡
幅
の
た
め
の
浚
渫
工
事

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

関
門
航
路
の
浚
渫
の
状
況

関
門
航
路
は
平
成
十
二
年
度
ま
で

に
お
お
む
ね
水
深
十
二
ｍ
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
現
在
は
一
部
区
域
を
残

し
て
平
成
十
七
年
度
末
ま
で
に
水
深

十
三
ｍ
が
確
保
で
き
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二

〜
十
三
年
度
に
は
北
九
州
港
西
海
岸

地
区
（
門
司
港
）
前
面
の
拡
幅
も
行

い
ま
し
た
。

一
方
、
関
門
航
路
で
は
増
深
や
拡

幅
の
ほ
か
、
航
路
の
埋
没
対
策
と
し

て
の
浚
渫
も
必
要
で
す
。
関
門
航
路

の
中
部
〜
西
部
で
は
、
潮
流
に
よ
り

響
灘
か
ら
航
路
内
に
砂
が
運
ば
れ
、

サ
ン
ド
ウ
ェ
ー
ブ
が
形
成
さ
れ
て
埋

没
が
生
じ
ま
す
。
多
い
と
こ
ろ
で
は

三
〜
五
年
毎
に
浚
渫
を
繰
り
返
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
関
門
航
路

東
部
の
南
東
水
道
で
は
毎
年
約
六
十

万
　
の
粘
性
土
が
周
辺
の
海
域
か
ら

航
路
内
に
流
入
し
て
堆
積
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
航
路
が
平
均
的
に
年
間

約
七
㎝
ず
つ
浅
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
埋
没
土
砂
を
浚
渫
し
な
い
と

船
舶
航
行
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

関
門
航
路
で
は
将
来
に
わ
た
り
浚
渫

工
事
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

浚
渫
土
の
減
容
化
の
必
要
性

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
浚
渫
土

を
ど
う
処
理
す
る

か
と
い
う
こ
と
で

す
。
航
路
中
部
〜

西
部
の
浚
渫
土
は

良
質
な
砂
分
が
中

心
で
あ
る
こ
と
か

ら
北
九
州
港
響
灘

地
区
の
埋
立
に
使

わ
れ
て
お
り
、
下

関
港
の
沖
合
人
工

島
建
設
に
使
用
す

る
こ
と
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
航
路
東
部
の

浚
渫
土
は
軟
弱
な

シ
ル
ト
分
が
中
心

で
あ
る
た
め
そ
の

ま
ま
埋
立
に
流
用

す
る
こ
と
が
難
し

く
、
周
防
灘
に
土

砂
処
分
場
を
設
け
て
そ
こ
に
土
砂
投

入
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
処
分
場
は
、

現
在
、
土
砂
投
入
済
み
の
区
域
を
地

盤
改
良
し
新
北
九
州
空
港
を
整
備
す

る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

振
興
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
周
防
灘
の
土
砂
処
分
場

「
関
門
航
路
の
浚
渫
工
事
」

関
門
航
路
の
浚
渫
土
減
容
化
へ
の
取
り
組
み

永
続
す
る
浚
渫
工
事
の

課
題
は
土
砂
処
分

ｍ3

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
関
門
航
路
事
務
所
　
所
長
　
村
山
伊
知
郎

図－１　関門航路全景図

図－2 分級のシステム図



「
分
級
」
の
概
要

十
四
年
度
、
当
事
務
所
で
は
関
門

航
路
中
央
水
道
地
区
の
浚
渫
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
本
区
域
の
浚
渫
土

砂
は
シ
ル
ト
混
じ
り
砂
で
砂
分
含
有

量
約
七
十
五
％
と
比
較
的
多
量
に
砂

を
含
ん
で
い
ま
し
た
。
一
方
、
新
北

九
州
空
港
建
設
工
事
で
は
浚
渫
土
で

造
成
し
た
地
盤
上
へ
の
覆
土
工
事
の

最
中
で
あ
り
、
大
量
の
良
質
土
を
必

要
と
し
て
い
ま
し
た
。
浚
渫
土
か
ら

砂
を
取
り
出
し
て
新
空
港
工
事
に
活

用
で
き
れ
ば
、
覆
土
を
購
入
運
搬
せ

ず
に
空
港
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
処
分
場
に
捨
て
る
土
砂
も
減
ら

せ
ま
す
。

土
砂
を
砂
と
シ
ル
ト
に
分
け
る
分

級
は
こ
れ
ま
で
小
規
模
に
は
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
港
湾
や
航
路
の
浚

渫
土
の
よ
う
に
大
量
に
発
生
す
る
土

砂
に
対
応
で
き
る
大
容
量
、
高
能
率

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
採
用
し
た「
ソ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
工

法
」は
、一
時
間
あ
た
り
最
大
約
三
〇

〇
〇
　
と
従
来
工
法
の
十
倍
以
上
の

泥
水
処
理
能
力
を
も
つ
遠
心
分
離
装

置
を
用
い
て
大
量
の
土
砂
を
砂
と
シ

ル
ト
に
効
率
よ
く
分
け
る
工
法
で
あ

り
、
実
際
の
工
事
に
使
用
す
る
の
は

世
界
で
も
は
じ
め
て
で
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
十
一
月
初
め

か
ら
約
三
カ
月

半
の
あ
い
だ
に

約
三
十
万
　
の

浚
渫
土
か
ら
約

二
十
万
　
の
砂

を
取
り
出
し
、

新
空
港
の
覆
土

に
有
効
活
用
す

る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
当

初
は
機
械
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し

て
浚
渫
工
事
や

覆
土
工
事
を
止

め
て
し
ま
う
こ

と
を
懸
念
し
ま

し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
当

初
想
定
し
た
量

（
浚
渫
土
三
十
万

●
×
砂
分
含
有

率
七
十
五
％
×

回
収
率
九
十
％
　
回
収
砂
分
二
十
万

●
）
を
所
定
の
工
期
内
に
処
理
で
き

ま
し
た
。
コ
ス
ト
的
に
も
覆
土
に
山

土
を
購
入
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ

り
、
処
分
場
に
捨
て
る
土
量
が
減
っ

た
分
が
そ
の
ま
ま
メ
リ
ッ
ト
と
な
り

ま
す
。

今
回
の
工
事
で
の
具
体
的
な
分
級

の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
わ
り
に

今
回
、
大
容
量
か
つ
高
能
率
な
分

級
工
法
を
世
界
で
は
じ
め
て
採
用

し
、
当
初
計
画
と
お
り
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
中
部
国
際
空
港
の
用
地
造
成
工

事
に
大
規
模
に
採
用
さ
れ
た
管
中
混

合
固
化
処
理
工
法
の
よ
う
に
浚
渫
土

の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
が
い
ろ
い
ろ
開

発
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
管
中
混
合

固
化
処
理
工
法
は
軟
弱
な
浚
渫
土
を

用
い
て
急
速
に
用
地
造
成
す
る
の
に

適
し
た
工
法
で
す
が
、
浚
渫
土
の
減

容
化
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
分

級
工
法
は
、
砂
分
の
多
い
浚
渫
土
を

対
象
と
し
て
、
砂
を
有
効
に
活
用
で

き
る
と
と
も
に
浚
渫
土
の
減
容
化
に

よ
り
土
砂
処
分
場
の
延
命
が
で
き
る

と
い
う
一
石
二
鳥
の
効
果
を
も
ち
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
浚
渫
土
の
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
り
ま

し
た
。

今
後
、
本
工
法
に
よ
り
、
各
地
で

浚
渫
土
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推

進
、
土
砂
処
分
場
の
延
命
が
可
能
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

船
舶
の
大
型
化
に
よ
り
航
路
や
泊
地

を
浚
渫
す
る
必
要
が
あ
り
な
が
ら
土

砂
処
分
場
の
容
量
の
た
め
に
浚
渫
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
も
工
事

実
施
の
道
を
開
く
可
能
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

一
方
、
砂
分
を
取
り
除
い
た
後
の

泥
水
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
砂
分
の

少
な
い
浚
渫
土
の
減
容
化
は
今
後
の

課
題
で
す
。
最
近
は
機
械
脱
水
な
ど

軟
弱
土
の
減
容
化
技
術
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
量
の
土
砂
を
効
率

的
に
処
理
す
る
に
は
能
力
面
、
コ
ス

ト
面
で
さ
ら
に
技
術
開
発
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
技
術
開
発
を
進

め
る
た
め
、
当
事
務
所
で
は
（
財
）
沿

岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
協
力

を
お
願
い
し
、
十
五
年
度
に
土
砂
処

分
場
に
お
い
て
現
地
試
験
を
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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も
土
砂
投
入
可
能
な
残
り
の
容
量

が
お
お
む
ね
十
年
分
程
度
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
い
ず
れ

新
し
い
処
分
場
が
必
要
に
な
る
に

し
て
も
、
浚
渫
土
の
減
容
化
に
可

能
な
限
り
努
め
、
現
処
分
場
の
延

命
、
新
処
分
場
の
規
模
の
抑
制
を

最
大
限
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
、
大
容
量
の
遠
心

分
離
装
置
を
用
い
て
大
量
の
浚
渫

土
を
効
率
よ
く
砂
と
シ
ル
ト
に
分

け
る
「
分
級
」
を
世
界
で
は
じ
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

図－3 ソイルセパレータの概要図

浚
渫
土
砂
減
容
化
の
試
み
と
し
て

世
界
初
の「
分
級
」
実
施

①
グ
ラ
ブ
浚
渫
し
た
浚
渫
土
を
土
運
船

で
土
砂
処
分
場
ま
で
運
搬

②
浚
渫
土
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
分
級
専
用

揚
土
船
に
取
り
込
み
（
揚
土
量
平
均

六
〇
〇
　
／
時
）

③
分
級
専
用
揚
土
船
で
浚
渫
土
に
加
水

し
（
含
泥
率
十
五
％
程
度
）、
陸
上

に
設
置
し
た
二
基
の
ソ
イ
ル
セ
パ
レ

ー
タ
に
圧
送
（
圧
送
量
平
均
二
三
〇
〇

◆
／
時
×
二
基
）

④
ソ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
で
泥
水
か
ら

砂
分
を
抽
出
（
抽
出
量
平
均
二
四

〇
　
／
時
×
二
基
）

⑤
砂
分
は
振
動
装
置
付
き
脱
水
コ
ン
ベ

ア
で
脱
水
し（
含
水
比
約
二
十
五
％
）、

計
量
、
集
積
後
、
覆
土
工
事
に
出
荷

⑥
砂
分
抽
出
後
の
泥
水
は
土
砂
処
分
場

内
の
汚
濁
防
止
措
置
を
施
し
た
区
域

に
放
流

計量コンベア�

脱水コンベア�

ソイルセパレータ�

泥水（浚渫土）流入経路�

泥水（分級後の粘土分）排出経路�分級後の砂�

ｍ3

ｍ3

ｍ3

≒

ｍ3

ｍ3

ｍ3
ｍ3

ｍ3

写真―１　分級工事の写真
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１．

は
じ
め
に

自
然
再
生
推
進
法
が
本
年
一
月
に

施
行
さ
れ
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保

を
通
じ
て
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
整
備
局
広
島
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
動

き
に
先
駆
け
て
、
昭
和
五
十
九
年
か

ら
平
成
八
年
に
か
け
て
広
島
県
の
尾

道
糸
崎
港
周
辺
の
三
カ
所
で
合
計
約

六
十
ha
の
干
潟
を
造
成
し
、
自
然
環

境
の
再
生
を
図
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、こ
こ
に
言

う
「
再
生
」
と
は
、
環
境

を
人
為
的
に
「
改
変
」「
創
造
」「
修

復
」「
再
生
」
し
、
自
然
干
潟
に
近
い

機
能
や
価
値
を
持
つ
造
成
干
潟
を
創

り
出
す
努
力
を
表
す
言
葉
と
し
て
広

義
に
用
い
ま
す
。

干
潟
の
造
成
後
は
、
自
然
再
生
の

程
度
を
確
認
す
る
た
め
に
、
干
潟
の

地
形
変
化
、
底
質
環
境
、
生
物
の
生

息
状
況
や
ア
マ
モ
場
の
分
布
等
に
つ

い
て
昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
十
四

年
ま
で
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
に
平
成
十
二
年
度

か
ら
十
四
年
度
に

行
っ
た
調
査
か
ら
、

造
成
し
た
干
潟
に

お
い
て
も
自
然
干

潟
に
近
い
多
様
性

の
あ
る
生
物
相
の

発
現
と
多
く
の
貴

重
種
の
生
息
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
八
ha
に
も

及
ぶ
ア
マ
モ
場
の

再
生
が
確
認
さ
れ
、

藻
場
と
し
て
も
価

値
の
あ
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら

造
成
し
た
干
潟
・
藻
場
に
つ
い
て
、

自
然
再
生
が
良
好
に
進
ん
で
い
る
事

例
と
し
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

２．

干
潟
・
藻
場
造
成
の
背
景

尾
道
糸
崎
港
（
松
永
港
区
）
は
、
広

島
県
東
部
に
位
置
し
、
本
郷
川
等
の

諸
河
川
か
ら
流
出
し
た
土
砂
が
堆
積

し
、
付
近
の
陸
岸
や
島
嶼
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
遠
浅
の
湾
で
す
。
こ
こ
は

ま
た
、
現
在
で
は
原
木
輸
入
量
日
本

第
三
位
の
木
材
港
で
あ
り
、
船
舶
の

大
型
化
に
対
応
し
た

航
路
泊
地
等
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
航
路
泊
地
整
備

に
伴
っ
て
問
題
に
な

っ
た
の
は
、
浚
渫
に

伴
い
発
生
す
る
土
砂

の
処
分
先
の
容
量
不

足
で
し
た
。

一
方
、周
辺
の
漁
業

組
合
か
ら
は
、
漁
業

従
事
者
の
高
齢
化
に

あ
わ
せ
、
高
齢
者
で

も
対
応
可
能
な
干
潟

を
利
用
し
た
ア
サ
リ
漁
に
強
い
関
心

を
有
し
て
お
り
、国
に
対
し
て
干
潟
造

成
に
対
す
る
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
浚
渫
土

を
干
潟
・
藻
場
造
成
で
有
効
活
用
す

る
事
に
よ
り
、
二
つ
の
要
請
を
同
時

に
満
た
す
と
と
も
に
、
自
然
環
境
や

生
態
系
の
よ
り
良
い
状
況
を
実
現
す

る
手
法
と
し
て
干
潟
・
藻
場
造
成
が

行
わ
れ
た
の
で
す
。

３．

干
潟
・
藻
場
の
造
成
方
法

「
干
潟
・
藻
場
造
成
」

浚
渫
土
を
用
い
た
干
潟
・
藻
場
造
成

干
潟
・
藻
場
の

再
生
を
実
現

中
国
地
方
整
備
局
　
前
広
島
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
長
（
現
港
湾
局

環
境
・
技
術
課

技
術
企
画
官
）
春
日
井

康
夫

写真－1 海老地区（約16ha）

写真－2 百島地区（約36ha）

図－1 干潟位置図

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
21
世
紀
を
創
る
②
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４．

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

（
一
）
調
査
種
類

海
老
地
区
、
百
島
地
区
と
も
、
干
潟

の
造
成
中
か
ら
現
在
ま
で
、水
質
調
査
、

底
質
調
査
等
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
は
じ
め
と
し
て
、
底
生
生
物
調
査
、

幼
稚
仔
調
査
、ア
マ
モ
分
布
調
査
等
各

種
生
物
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
生
物
生
息
等
の
状
況

底
生
生
物
の
生
息
場
と
し
て
の
機

能
を
評
価
す
る
た
め
、
造
成
し
た
干

潟
の
二
地
区
（
海
老
地
区
、
百
島
地

区
）
と
自
然
干
潟
（
百
島
福
田
港
地

区
）
に
お
い
て
、
干
潟
全
域
を
底
質

や
地
形
等
の
違
い
に
よ
っ
て
い
く
つ

か
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
生
息
環
境

毎
に
目
視
観
測
及
び
定
量
採
取
を
行

い
、
底
生
生
物
の
生
息
状
況
の
比
較

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
、

メ
ガ
ロ
ベ
ン
ト
ス
、
貴
重
種
等

の
生
物
生
息
等
の
状
況
か
ら
、

造
成
し
た
干
潟
は
自
然
干
潟
と
変
わ

ら
な
い
か
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
準
じ
た
生

物
の
多
様
性
の
あ
る
干
潟
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

（
三
）
ア
マ
モ
分
布

ア
マ
モ
の
移
植
後
、
そ
の
分
布
に

つ
い
て
定
期
的
に
観
察
し
ま
し
た
。

当
初
は
造
成
後
の
圧
密
沈
下
や
波
浪

に
よ
る
浸
食
等
の
生
育
条
件
の
悪
化

で
、
移
植
し
た
ア
マ
モ
は
ほ
と
ん
ど

定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
図
―
３

に
示
す
よ
う
に
、
地
形
変
化
が
終
息

し
底
質
や
勾
配
が
安
定
化
し
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
こ
数
年
は
急
速
に
そ
の

植
生
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
時
点

で
は
海
老
地
区
と
百
島
地
区
を
あ
わ

せ
て
八
ha
を
超
え
る
大
群
落
と
な

り
、
大
規
模
な
ア
マ
モ
場
の
回
復
の

実
現
は
難
し
い
と
い
う
従
来
か
ら
の

評
価
を
覆
す
結
果
を
得
ま
し
た
。

別
途
実
施
の
幼
稚
魚
調
査
に
お
い

て
は
、
砕
波
帯
周
辺
に
お
い
て
、
海

老
、
百
島
の
両
地
区
と
も
、
平
成
三

年
か
ら
平
成
十
年
で
七
種
類
か
ら
二

十
種
類
と
種
類
数
が
約
三
倍
に
増
え

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
藻
場
が
魚
介

類
の
産
卵
場
、
幼
稚
魚
の
餌
場
、
隠

れ
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５．

お
わ
り
に

尾
道
糸
崎
港
の
浚
渫
土
砂
を
用
い

て
造
成
し
た
こ
れ
ら
の
干
潟
・
藻
場

で
は
、マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
、メ
ガ
ロ
ベ

ン
ト
ス
、貴
重
種
、ア
マ
モ
等
の
生
物

生
息
等
の
状
況
か
ら
、
自
然
干
潟
と

変
わ
ら
な
い
か
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
準
じ

た
生
物
の
多
様
性
の
あ
る
干
潟
・
藻

場
を
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
干
潟
・
藻
場
を
造
成

す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

造
成
し
た
干
潟
・
藻
場
が
自
然
環

境
の
修
復
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

通
じ
て
実
証
し
て
い
る
例
は
ま
だ

少
な
い
状
況
で
す
。

尾
道
糸
崎
港
の
干
潟
・
藻
場
は
、

自
然
条
件
か
ら
予
想
さ
れ
る
安
定

地
形
を
目
標
と
し
て
造
成
し
た
後

は
、
自
然
の
作
用
に
任
せ
た
「
自

然
の
セ
ル
フ
デ
ザ
イ
ン
」
を
活
用

し
た
造
成
干
潟
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
ほ
ど
大
規
模
で
、
多
く
の
貴

重
種
が
生
息
し
、
豊
か
な
藻
場
が

再
生
し
た
自
然
度
の
高
い
干
潟
・

藻
場
再
生
に
成
功
し
た
こ
と
は
価

値
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
平
成
十
四
年
度
土
木

学
会
環
境
賞
の
受
賞
が
決
定
し
て

お
り
、
今
後
と
も
、
中
国
地
方
整

備
局
広
島
港
湾
・
空
港
整
備
事
務

所
で
は
、
今
ま
で
の
知
見
を
生
か

す
こ
と
に
よ
り
、
浚
渫
土
を
利
用

し
た
干
潟
・
藻
場
の
造
成
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

自
然
の
セ
ル
フ
デ
ザ
イ
ン
を
活
用

写真－３　アマモ（百島地区）

図－3 アマモ分布の変化

干
潟
・
藻
場
を
造
成
し
た
場
所

は
、
図
―
１
に
示
す
よ
う
に
尾
道

糸
崎
港
の
沖
合
の
百
島
と
南
に
あ

る
田
島
及
び
横
島
（
内
海
町
）
に

囲
ま
れ
た
一
年
確
率
波
が
三
十
㎝

程
度
の
静
穏
な
海
域
で
、
河
川
か

ら
の
砂
の
供
給
は
な
く
、
一
般
的

に
海
岸
沿
い
は
急
深
の
砂
浜
を
呈

し
、
沖
合
は
底
質
が
シ
ル
ト
質
で

水
産
的
に
未
利
用
な
海
域
で
し
た
。

こ
こ
に
、
図
―
２
に
示
す
よ
う
に

沖
合
二
〇
〇
ｍ
に
雑
石
に
よ
り
潜

堤
を
築
造
し
、
尾
道
糸
崎
港
の
航

路
泊
地
の
浚
渫
で
発
生
し
た
土
砂

を
投
入
し
た
後
に
、
五
十
㎝
の
厚

さ
で
覆
砂
を
行
っ
て
干
潟
を
造
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
干
潟
造
成
前
の
こ
の
海
域

に
は
、
海
岸
沿
い
の
一
部
に
ア
マ

モ
の
植
生
（
海
老
、
百
島
両
地
区

合
計
二
・
六
ha
）
が
あ
っ
た
た
め
、

干
潟
の
造
成
一
〜
三
年
後
に
ア
マ

モ
場
の
再
生
を
目
指
し
て
ア
マ
モ

を
移
植
し
ま
し
た
。

図－2 干潟平面図及び断面図
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は
じ
め
に

海
面
上
昇
や
津
波
・
高
潮
な
ど
の
自
然
の
脅

威
に
対
す
る
備
え
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
平
成
十
三
年
度
国
土
交
通
省
か
ら
発
刊
さ

れ
た
「
新
世
紀
を
拓
く
港
湾
の
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
い
て
は
、「
市
民
に
安
全
と
安
ら
ぎ
を
提
供

す
る
港
湾
を
目
指
す
技
術
開
発
」
が
技
術
開
発

目
標
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
、
従
来
か
ら
の
ハ
ー

ド
技
術
に
加
え
予
測
情
報
の
確
実
か
つ
迅
速
な

提
供
を
行
う
ソ
フ
ト
技
術
の
開
発
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
調
査
研

究
お
よ
び
波
浪
予
測
情
報
シ
ス
テ
ム
「C

O
M
-

EIN
S

」
の
提
供
な
ど
、
従
来
か
ら
関
連
す
る
業

務
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

十
四
年
度
か
ら
は
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
の
調
査

研
究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
七
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
て

開
催
さ
れ
た
第
二
十
八
回
海
岸
工
学
国
際
会
議

で
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
防
災
を
含
め
た
海
岸
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
論
文
が
い
く
つ
か
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
日
本
で
は
例
が
な
い

公
的
セ
ク
タ
ー
と
民
間
セ
ク
タ
ー
が
対
等
の
関

係
に
立
っ
て
進
め
る
海
岸
事
業
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
現
状
ど

の
よ
う
に
海
岸
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
か
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、今
回

の
海
外
調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
訪
問
国
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
海
外
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
お
よ
び
防
災
事
業
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
た
内
容
を
中
心
に
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
現
状

沿
岸
域
管
理
の
従
来
の
考
え
方
は
、
国
土
保

全
の
観
点
か
ら
、
外
力
か
ら
国
土
を
守
る
（『
防

災
』）
こ
と
が
基
本
で
し
た
。
し
か
し
、
海
岸
法

の
改
正
（
一
九
九
九
）
に
よ
り
『
防
災
』
に
加

え
て
『
環
境
』『
利
用
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
沿
岸
域
管
理
に
お
け
る
『
防
災
』
対

策
（
防
災
対
策
基
本
法
）
の
基
本
的
な
枠
組
み

と
し
て
は
、
①
第
一
次
的
な
対
応
は
市
町
村
、

②
市
町
村
で
対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
都
道
府

県
、
③
都
道
府
県
で
対
応
で
き
な
い
場
合
に
国

（
最
終
責
任
）、
と
い
っ
た
基
本
的
な
役
割
分
担

が
あ
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
調
査
結
果

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
図
―
１
に
示
すH

um
ber

河
口
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
環
境
庁
は
、
中
央
政
府
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

は
じ
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告

Humber

図－2 洪水危険地域

図－1 Humber河口

Coastal
Project
Report

 河口下流域  �
 Site 1 339ha�
 Site 2 372ha�
Site S12 102ha�
河口中流域�
Site 3 146ha�
Site 4 98ha�
Site S11 95ha�
�

河口上流域�
Site S9 390ha�
Site S10 93ha�
河川流域�
Site S5 116ha�
Site S6 81ha�
Site S7 42ha�
Site S8 334ha�
合計 2,208ha�

日
本
の
現
状

表－1 セットバック必要面積

イ
ギ
リ
ス
の
調
査
結
果

図－4 パンフレット

図－3 セットバックが必要な地域



政
策
を
実
施
に
移
す
機
関
で
あ
り
、
河
口
部
な

ど
を
含
む
水
際
線
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
水
際
線
と
生
物
の
生
息
域
を
関
連
付
け
、

河
口
域
な
ど
に
生
物
の
生
息
域
を
確
保
す
る
た

め
に
、
人
間
の
経
済
活
動
域
を
後
退
さ
せ
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
間
の

経
済
活
動
域
を
水
際
線
か
ら
遠
ざ
け
、
堤
防
を

築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
生
活
域
を
も
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ま
ず
図
―
２
に
示
す
よ
う
な
洪
水
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
危
険
と
判
定
さ
れ
る
地

域
の
う
ち
、
生
物
の
生
息
に
必
要
で
あ
る
面
積

の
倍
に
近
い
地
域
を
抽
出
し
ま
す
（
表
―
１
お

よ
び
図
―
３
）。
そ
し
て
、
図
―
４
に
示
す
よ
う

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
住
民
に
立
ち
退
き

協
力
を
依
頼
す
る
と
い
っ
た
方
式
に
よ
り
、
必

要
な
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
交
渉
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
一
、
二
年
で
概

ね
結
果
が
出
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
結
果

オ
ラ
ン
ダ
は
、
ご
存
じ
の
通
り
国
土
の
五

十
％
以
上
は
平
均
海
面
下
よ
り
低
い
地
盤
高
に

な
っ
て
お
り
（
図
―
５
）、
海
岸
線
を
含
め
た
沿

岸
域
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
公
共

事
業
省
お
よ
び
関
連
機
関
か
ら
海
岸
線
お
よ
び

河
川
の
防
災
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
河
川
防
災
に
つ
い
て
は
、
図
―
６
の

よ
う
にdike

（
ダ
イ
ク
）

と
呼
ば
れ
る
堤
防
で
囲

ま
れ
た
地
域
（
日
本
の

輪
中
と
同
様
の
も
の
）

を
単
位
と
し
、
図
―
７

の
よ
う
な
洪
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
洪
水
の

拡
大
状
況
を
公
表
で
き

る
体
制
を
構
築
中
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
海

岸
線
に
つ
い
て
、
オ
ラ

ン
ダ
に
は
巨
大
な
砂
丘

が
連
続
し
て
い
ま
す

が
、
内
陸
部
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
（
写
真
―

１
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
砂
丘
と
そ

の
内
陸
側
に
位
置
す
る
堤
で
防
御
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
港
湾
建
設
等

に
伴
い
、
ラ
イ
ン
川
な
ど
か
ら
の
流
出
に
よ
り
、

南
か
ら
北
に
向
か
う
沿
岸
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ

る
漂
砂
の
流
れ
が
断
ち
切
ら
れ
、
将
来
的
に
は

砂
丘
が
や
せ
衰
え
る
危
険
性
の
あ
る
地
域
が
あ

る
た
め
、
そ
こ
は
重
点
的
な
保
護
地
区
と
し
て
、

人
間
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

砂
丘
は
飲
料
水
確
保
に
重
要
な
地
域
と
の
認
識

で
し
た
。
養
浜
に
つ
い
て
は
、
砕
波
域
に
土
砂

を
投
入
し
、
波
の
力
に
よ
り
自
然
の
安
定
し
た

海
浜
地
形
が
形
成
さ
れ
る
手
法
等
を
用
い
て
お

り
、
年
間
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
投
じ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
図
―
８
に
一
九
九
〇
年
か

ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
海
岸
線
に

お
け
る
累
積
土
砂
投
入
量
を
示
し
ま
す
。

他
国
の
状
況

参
考
ま
で
に
、
調
査
前
に
調
べ
た
他
の
国
の

状
況
を
述
べ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
海
岸

線
と
は
管
理
す
る
対
象
で
は
な
く
、

従
っ
て
そ
れ
を
管
理
す
る
機
関
も
無

い
よ
う
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
従

来
、
養
浜
を
中
心
と
し
て
リ
ゾ
ー
ト

地
の
美
し
い
砂
浜
を
維
持
し
て
き
た

よ
う
で
す
が
、
侵
食
で
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
地
域
の
施
設
立
ち
退
き
に
掛
か
る
費
用

と
養
浜
の
費
用
を
比
較
し
た
結
果
、
立
ち
退
き

で
対
応
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
き
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
基
本
的
に
は
ハ
ー
ド
な
構
造
物
が
選
択

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
養
浜
で
対
策
し
て
い

ま
す
。
特
に
フ
ロ
リ
ダ
で
は
、
ハ
ー
ド
な
構
造

物
に
対
し
て
は
ア
セ
ス
の
段
階
で
多
大
な
時
間

を
要
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
進
捗
し
な
く

な
る
と
い
っ
た
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
両

国
に
お
い
て
は
、
理
由
は
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、

人
間
の
経
済
活
動
域
を
水
際
線
か
ら
後
退
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
地
形
を
用
い
て
、
自

然
の
力
を
減
衰
さ
せ
る
緩
衝
領
域
を
創
出
し
、

海
岸
防
災
に
役
立
て
る
と
い
っ
た
手
法
を
用
い

る
点
を
共
通
事
項
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
両
国
と
異
な

り
、
人
間
の
経
済
活
動
域
が
極
度
に
海
岸
域
に

集
中
し
て
お
り
、
容
易
に
後
退
の
政
策
を
と
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
機
関
は
対
象
が

港
湾
域
で
は
な
い
た
め
、
港
湾
防
災
に
直
接
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、

日
本
に
お
い
て
も
、
環
境
保
全
・
創
成
型
の
開

発
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

自
然
地
形
を
用
い
た
防
災
は
重
要
な
選
択
肢
の

一
つ
と
い
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
な

構
造
物
と
し
て
は
、
人
工
海
浜
の
ほ
か
人
工
リ

ー
フ
、
幅
広
潜
堤
の
利
用
等
で
す
。

今
後
は
、
自
然
の
力
を
利
用
し
た
地
形
の
形

成
等
も
考
慮
し
、
数
年
前
か
ら
提
唱
さ
れ
始
め

た
考
え
方
と
し
て
「
流
砂
系
」
な
ど
の
概
念
を

取
り
入
れ
た
広
域
で
の
検
討
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
取
材
・
文
・
写
真
／

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　

調
査
部
　
研
究
員
　
白
石
秀
幸

企
画
部
　
研
究
員
　
元
木
卓
也

調
査
部
　
研
究
員
　
小
竹
康
夫

調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
志
村
浩
美
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お
わ
り
に

図－5 オランダの地盤高

図－8 オランダの累積土砂投入量

図－6 dikeの区切り

オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
結
果

他
国
の
状
況

図－7 洪水シミュレーション

写真－１　危険地域の住宅
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港
湾
に
お
け
る
風
力
発
電
の
導
入

促
進
に
関
す
る
検
討
会
開
催

【
Ｈ
15
・
３
・
４
】
国
土
交
通
省
港
湾
局
で

は
、「
港
湾
に
お
け
る
風
力
発
電
の
導
入
促

進
に
関
す
る
検
討
会
」
を
、
地
方
整
備
局
、

港
湾
管
理
者
、
有
識
者
、
民
間
事
業
者
な

ど
合
計
一
三
五
名
の
出
席
の
も
と
、
砂
防

会
館
（
東
京
・
千
代
田
区
）
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の

確
保
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
資
す

る
こ
と
か
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中

で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
風

力
発
電
は
、立
地
条
件
に
よ
っ
て
は
一
定
の

事
業
採
算
性
が
あ
り
、
近
年
導
入
量
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
風
の
強
さ
や
安
定

性
に
お
い
て
は
内
陸
部
よ
り
も
沿
岸
や
洋

上
の
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
地

に
適
し
て
い
る
港
湾
空
間
に
お
い
て
、
発

電
事
業
者
等
か
ら
の
立
地
要
請
が
高
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

港
湾
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
や
要
請

に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、
港
湾
空
間

へ
の
風
力
発
電
関
連
施
設
の
立
地
等
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
課
題
等
の
認
識
や
意
見
交
換
等
を

行
う
た
め
、
関
係
者
に
よ
る
同
検
討
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
具
体
的

に
伺
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
っ
て

現
状
を
把
握
し
、
今
後
も
検
討
会
を
引
き

続
き
開
催
す
る
予
定
で
す
。

伊
万
里
港
臨
港
道
路

暫
定
供
用
開
始

【
Ｈ
15
・
３
・
９
】
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
で
は
、
伊
万
里
港
臨
港
道
路
の
暫

定
供
用
（
全
長：

二
九
二
〇
ｍ
、
全
副：

九
・
七
五
ｍ
、
車
道：

三
・
〇
ｍ
×
二
車

線
、
自
転
車
・
歩
道：

二
・
五
ｍ
×
一
車

線
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

伊
万
里
港
の
港
湾
機
能
は
、
Ｖ
字
形
の

伊
万
里
湾
に
よ
っ
て
、
東
西
両
岸
に
分
散

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
対
岸
方
面
へ
の
港
湾
貨
物
の
輸
送
に
は
、

交
通
混
雑
の
多
い
伊
万
里
市
街
を
迂
回
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
貨
物
流
動
が
非
効
率
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
通
行
車
両
に
よ
る
事
故
の
危
険

性
及
び
騒
音
・
排
気
ガ
ス
な
ど
の
環
境
上

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
伊
万
里
港
臨
港
道
路
久
原
〜
瀬

戸
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西

ふ
頭
間
の
移
動
距
離
が
約
十km

、
時
間
に

し
て
三
十
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
交
通
・
環
境
問
題
の
解
決
、
港
湾
の
さ

ら
な
る
機
能
向
上
、
ま
た
、
す
で
に
機
能

し
て
い
る
二
つ
の
工
業
団
地
（
伊
万
里
、

七
ツ
島
）
へ
の
新
た
な
企
業
誘
致
の
促
進

な
ど
、
経
済
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
事
業
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
港
湾
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
二
年
度
か
ら

工
事
着
工
、
最
終
的
に
は
車
道
四
車
線
、

自
転
車
・
歩
道
二
車
線
の
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
接
続
す
る
国
道
二
〇
四

号
が
二
車
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は

暫
定
供
用
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
国
道
の
四
車
線
化
が
実
施
さ
れ
、

東
西
両
岸
の
交
通
量
が
増
加
す
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
状
況
を
見
な
が
ら
四
車
線
化
の

対
応
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

第
三
回
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

【
Ｈ
15
・
３
・
16
〜
23
】
第
三
回
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
の
琵
琶

湖
・
淀
川
流
域
に
お
い
て
八
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
、
一
八
二
の
国
・
地
域
か
ら
二
四
〇
〇

〇
人
以
上
が
参
加
し
、
一
〇
〇
以
上
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
適
切
な
水
供
給
や

健
康
と
衛
生
の
改
善
と
い
っ
た
人
間
が
生

活
す
る
の
に
必
要
な
水
と
、
食
料
生
産
、

交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
に
必
要
と
さ

れ
る
水
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
っ
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
三
十
八
の
テ
ー
マ
、
五

つ
の
地
域
に
関
わ
る
三
五
一
の
分
科
会
で

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
港
湾
局
で
は
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、
同
省
河
川
局
、
オ
ラ
ン

ダ
国
土
交
通
水
管
理
省
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
と

の
共
催
に
よ
り
「
水
と
交
通
」
の
テ
ー
マ

で
、
十
一
の
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
陸
水
運
（
内
航
海
運
含
む
）
は
、
大

量
輸
送
や
、
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
な
い
輸

送
に
適
し
た
交
通
形
態
で
あ
り
、
他
の
輸

送
機
関
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
、

環
境
負
荷
が
小
さ
く
、
交
通
渋
滞
緩
和
に

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
そ
の
役
割

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
大
地

震
等
の
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
の
機

能
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
に
お
い
て
内
陸
水
運
は
物
流

の
一
端
を
担
い
、
観
光
や
地
域
づ
く
り
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
で
は
、

内
陸
水
運
を
活
用
し
、
遠
隔
地
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

貧
困
軽
減
・
経
済
発
展
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
国
民
の
レ
ジ
ャ
ー

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
内
陸
水
運
の
利
用
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
団
体
が
主
体
と
な
り
、
地
域
活
性
化

の
手
段
と
し
て
内
陸
水
運
の
復
活
が
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、「
水
と
交

通
」
テ
ー
マ
で
は
、
内
陸
水
運
の
実
状
と

課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い

て
環
境
、
物
流
、
観
光
、
地
域
活
性
化
、

技
術
、
官
民
役
割
分
担
等
多
方
面
か
ら
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
三
回
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.w
o
rld
.w
ater-

forum
3.com

/jp/

）

衣
浦
ト
ン
ネ
ル
四
車
線
開
通

【
Ｈ
15
・
３
・
19
】
愛
知
県
と
愛
知
県
道
路

公
社
で
は
、
衣
浦
ト
ン
ネ
ル
の
四
車
線
化

を
行
い
、
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

衣
浦
港
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
衣
浦

ト
ン
ネ
ル
は
、日
本
初
の
本
格
的
な
沈
埋
海

底
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
、
昭
和
四
十
八

年
に
二
車
線
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、西
三
河
と
知

多
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
、
両
地

域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
港
湾
取
扱
貨
物
量
の

増
大
と
背
後
道
路
の
整
備
の
進
展
に
と
も

な
い
、
著
し
く
交
通
量
が
増
大
し
、
朝
夕

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
激
し
い
渋
滞
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
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経緯
構造物の耐震設計における地震荷重の国際標準には、
ISO3010「構造部への地震作用」（Bases for design of
structures - Seismic actions on structures）があります。こ
のISO3010は、ISO／TC98「構造物の設計の基本」（1960
年設立、議長：ポーランド）に所属するTC98／WG１
が担当して1988年に策定したもので、1995年から改訂
作業に着手、2001年12月にISO中央事務局より
ISO3010（Second edition）として正式発行にこぎ着け
ました。
このISO3010では土木関係施設への全面的な適用を見

合わせており、この実現を目的として、土木学会を代表
する形で地震工学委員会の中に国際小委員会（委員長：
井合進）が2000年５月（正式には12月）設置されました。

ISO／TC98／SC3／WG10発足へ
地震工学委員会国際小委員会は、基礎（杭、ケーソン、
連壁など）、地中構造物（トンネル、ボックスカルバート、
パイプラインなど）、抗土圧構造物（擁壁など）、土構造物
（盛土斜面など）などを念頭に、地盤からの地震作用を中
心とした新規課題の提案書の作成に着手し、2001年５月
にWashington DCで開催されたTC98関連諸会議で提案、
この提案は原則了承され、国際投票、ISO中央事務局（ス
イス国）正式登録を経て、2002年２月８日には、新たな
ワーキンググループがISO／TC98／SC3／WG10（主
査：井合 進）として正式に立上り、新規ISO23469の策定
を開始しました。その後、WG10国内委員会における検
討をふまえつつ、以下のようなISO／WG活動を行って
きました。

2002年 ６月25日：
ISO／TC98／SC3／WG10 Preliminary meeting

（米国アンカレッジ）

2002年 ９月８日：
ISO／TC98／SC3／WG10

第１回委員会（英国ロンドン）
2002年12月 ９～10日：
ISO／TC98／SC3／WG10

第２回委員会（ベルギー国ブリュッセル）
2002年12月12～13日：
ISO／TC98およびISO／TC98／SC3

委員会への報告（同上）

これらの作業を経て、2003年１月には、ISO中央事務局
および親委員会であるISO／TC98、ISO／TC98／SC３
事務局への届出を受けて、ISO／WD23469第１稿が正
式登録され、WG10の活動は、新たな活動段階（ステー
ジ20.20）に入りました。

国際WGメンバー
国際WGメンバーは、ISO各国審議団体より正式登録
されたメンバーに加え、国際地盤工学会（ISSMGE／TC
４）およびユーロコード策定委員会（CEN／TC250／SC
８）との連携（liaison）をはかり、11カ国、14名のメンバ
ーからなる構成としています。

今後の予定
2003年６月にISO／TC98／SC３／WG10第３回委員

会をミラノにて開催、CD（Committee draft）第１稿とし
てのとりまとめを行います。これに向け、以下の作業を
予定しています。

2003年３月：
Annex A～Mの執筆原稿集約
2003年５月：
Steedman（英国）、Finn（カナダ）による英文校正
を経て、２nd draft ISO／WD23469の完成

2003年６月：
ISO／WD23469最終稿をもって、１st draft ISO／
CD23469としてISO／TC98／SC３事務局へ提出

http://www.jsce.or.jp/opcet/tc98sc3wg10（国際版）
http://www.jsce.or.jp/opcet/tc98sc3wg10/j（国内版）

Ｉ
Ｓ
O
R
E
P
O
R
T

ISO／TC98／SC3／WG10
ISO／WD23469「地盤基礎構造物への地震作用」の策定へ

京都大学教授 防災研究所　井合　進

こ
の
た
め
、
平
成
三
年
度
の
衣
浦
港
港

湾
計
画
の
改
定
に
よ
り
、
円
滑
な
交
通
量

を
確
保
し
よ
う
と
、
既
存
の
二
車
線
か
ら

四
車
線
化
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
平
成

六
年
度
か
ら
港
湾
改
修
補
助
事
業
と
有
料

道
路
事
業
の
合
併
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
部
分

に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
か
ら
の
受
託
に
よ

り
中
部
地
方
整
備
局
が
実
施
し
ま
し
た
。

広
島
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

供
用
開
始

【
Ｈ
15
・
３
・
19
】
国
土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
広
島
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
と
広

島
県
で
は
、
広
島
港
出
島
地
区
に
お
い
て

整
備
を
進
め
て
き
た
広
島
港
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
岸
壁
一
バ
ー
ス
（
水
深

十
四
ｍ
、
延
長
三
三
〇
ｍ
）
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

広
島
港
出
島
地
区
で
は
、
平
成
八
年
度

か
ら
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
際
貿
易

の
拡
大
に
よ
り
、
増
大
す
る
コ
ン
テ
ナ
貨

物
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
中
核
国
際
港

湾
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
広
島
県
内
を
発
着
す
る
コ

ン
テ
ナ
貨
物
の
う
ち
、
広
島
県
内
港
を
利

用
し
て
い
る
貨
物
は
約
二
十
六
％
で
あ
り
、

約
七
十
四
％
は
大
阪
港
や
神
戸
港
な
ど
県

外
他
港
へ
陸
上
輸
送
を
行
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
供
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

非
効
率
な
輸
送
を
解
消
し
、
環
境
負
荷
の

低
減
や
輸
送
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
こ
と

で
、
競
争
力
の
あ
る
地
域
経
済
社
会
の
再

構
築
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
、
鉄
鋼

の
製
造
工
程
に
お
い
て
副

産
物
と
し
て
生
成
さ
れ
る

も
の
で
、
大
き
く
分
け
る
と
高
炉
ス
ラ

グ
と
製
鋼
ス
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
。
製
造

工
程
を
図
―
１
に
示
し
ま
す
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
は
ど
の
よ
う
な

種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

高
炉
で
製
造
さ
れ
た
溶

銑
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
、

靱
性
、
加
工
性
の
あ
る
鋼

に
す
る
の
が
製
鋼
工
程
で
あ
り
、
製
鋼

炉
に
は
転
炉
、
電
気
炉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
製
鋼
工
程
で
生
成
す
る
の
が
写
真

―
３
に
示
す
製
鋼
ス
ラ
グ
（
転
炉
系
ス

ラ
グ
・
電
気
炉
系
ス
ラ
グ
）
で
あ
り
、

粗
鋼
一
ト
ン
当
た
り
転
炉
系
ス
ラ
グ
で

約
一
三
〇
㎏
、
電
気
炉
系
ス
ラ
グ
で
約

一
二
〇
㎏
生
成
し
ま
す
。
製
鋼
ス
ラ
グ

は
高
炉
徐
冷
ス
ラ
グ
と
ほ
ぼ
同
じ
方
法

で
加
工
さ
れ
ま
す
。

製
鋼
ス
ラ
グ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
、
石
灰

（C
aO

）と
シ
リ
カ（S

iO
2

）

を
主
成
分
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
天
然
岩
石
な
ど
と
同
様
の
成

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
性
質
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

高
炉
ス
ラ
グ
は
、
銑
鉄

を
製
造
す
る
高
炉
で
溶

融
さ
れ
た
鉄
鉱
石
の
鉄

以
外
の
成
分
が
、
副
原
料
の
石
灰
石
や

コ
ー
ク
ス
中
の
灰
分
と
一
緒
に
分
離
回

高
炉
ス
ラ
グ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

平
成
十
三
年
度
実
績

で
、
約
三
七
〇
〇
万
ト
ン

で
す
。
そ
の
う
ち
、
高
炉

ス
ラ
グ
が
約
二
三
〇
〇
万
ト
ン
、
製
鋼

ス
ラ
グ
が
約
一
四
〇
〇
万
ト
ン
で
す
。

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
一
年
間
で
ど
の

く
ら
い
生
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

図－１　鉄鋼スラグの製造工程

写真－2 高炉水砕スラグ

～鉄鋼スラグ Q&A～

鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用鉄鋼スラグの性質と港湾工事への利用

収
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
天
然
の

岩
石
に
類
似
し
た
成
分
を
有
し
、
銑
鉄

一
ト
ン
当
た
り
約
三
〇
〇
kg
生
成
し
ま

す
。
高
炉
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
ば
か
り

の
ス
ラ
グ
は
約
一
五
〇
〇
℃
の
溶
融
状

態
で
す
が
、
冷
却
の
方
法
に
よ
っ
て
、
徐

冷
ス
ラ
グ
（
写
真
―
１
）
と
水
砕
ス
ラ
グ

（
写
真
―
２
）
に
な
り
ま
す
。

徐
冷
ス
ラ
グ
は
、
溶
融
状
態
の
ス
ラ
グ

を
冷
却
ヤ
ー
ド
に
流
し
込
み
、
自
然
放
冷

と
適
度
の
散
水
を
し
て
冷
却
す
る
と
生

成
さ
れ
、結
晶
質
の
岩
石
状
に
な
り
ま
す
。

水
砕
ス
ラ
グ
は
、
溶
融
状
態
の
ス
ラ

グ
に
加
圧
水
を
噴
射
す
る
な
ど
し
て
急

激
に
冷
却
す
る
と
生
成
さ
れ
、
ガ
ラ
ス

質
（
非
晶
質
）
の
粒
状
に
な
り
ま
す
。

写真－1 高炉徐冷スラグ写真－3 製鋼スラグ
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地
球
環
境
へ
配
慮

す
る
意
識
の
高
ま
り

か
ら
、
循
環
型
社
会

の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄

鋼
ス
ラ
グ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

天
然
資
源
の
節
約
が
で
き
る
た
め
、
環

境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
材

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
（
国
等
に
よ
る
環

境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
）
で
は
、
平
成
十
三
年
度
（
表
－

２
）、
平
成
十
四
年
度
（
表
―
３
）、
平

成
十
五
年
度
（
表
―
４
）
に
鉄
鋼
ス
ラ

グ
に
関
す
る
製
品
が
特
定
調
達
品
目
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
利
用
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？

分
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
成
分
バ
ラ

ン
ス
や
溶
融
雰
囲
気
の
違
い
等
で
、
そ
れ

ぞ
れ
特
有
の
性
質
を
示
し
ま
す
。
代
表
的

な
化
学
組
成
例
を
表
―
１
に
示
し
ま
す
。

高
炉
ス
ラ
グ
に
は
、ア
ル
ミ
ナ（A

l2 O
3

）、

マ
グ
ネ
シ
ア（M

gO

）と
少
量
の
イ
オ
ウ

（S

）が
含
有
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
成
分
は
、

高
炉
ス
ラ
グ
の
用
途
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
や

路
盤
材
等
に
使
用
す
る
際
に
、
特
徴
的
な

挙
動
を
示
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

製
鋼
ス
ラ
グ
に
は
、鉄
や
マ
ン
ガ
ン（M

n

）

な
ど
の
金
属
元
素
が
酸
化
物
（
酸
化
鉄

等
）
の
形
で
ス
ラ
グ
中
に
取
り
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
吹
錬
時
間
が
短
く
石
灰
含
有

量
が
高
い
た
め
、
副
原
料
の
石
灰
の
一
部

が
未
消
化
の
ま
ま
遊
離
石
灰
（f-C

aO

）

と
し
て
残
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
製
鋼
ス
ラ
グ
の
比
重
が
大
き
い
こ
と

や
、
水
と
接
触
し
た
際
に
膨
張
す
る
性
質

を
示
す
等
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
文
／（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

企
画
部
　
研
究
員
　
元
木
卓
也

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
炉

水
砕
ス
ラ
グ
お
よ
び
製
鋼

ス
ラ
グ
に
つ
い
て
鉄
鋼
ス
ラ
グ
協
会
と

の
共
同
に
よ
り
研
究
成
果
を
、「
港
湾
工

事
用
水
砕
ス
ラ
グ
利
用
手
引
書
」（
図
―

２
）、「
港
湾
工
事
用
製
鋼
ス
ラ
グ
利
用

手
引
書
」（
図
―
３
）
と
し
て
と
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
鋼
ス
ラ
グ
と
高

炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
を
主
要
材
料
と
し
た

「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
」
に
つ
い
て

の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
近
々
発
刊
予
定
で

す
。
今
後
も
ス
ラ
グ
の
利
用
技
術
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
と

り
ま
と
め
て
行
く
予
定
で
す
。

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

鐵
鋼
ス
ラ
グ
協
会

http://hom
epage2.nifty.com

/S
LG
/

ン
ト
ク
リ
ン
カ
ー
原
料
、
肥
料
用
お
よ

び
土
壌
改
良
材
な
ど
で
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ス

ラ
グ
の
発
生
過
程
に
よ
り

そ
の
性
質
が
異
な
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
に
つ
い
て
も
異
な

り
ま
す
。

高
炉
徐
冷
ス
ラ
グ
は
、
所
定
の
粒
度

に
加
工
し
て
、
道
路
用
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
用
粗
骨
材
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
は
、
セ
メ
ン
ト
用
、

土
工
用
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
加

工
す
る
こ
と
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
細
骨

材
と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

製
鋼
ス
ラ
グ
の
用
途
は
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
の
ほ
か
、

路
盤
材
、
土
工
用
材
・
地
盤
改
良
（
サ

ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
）
用
材
、
セ
メ

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
一
般
の
用
途

と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
？

品目分類� 品目名� 判断の基準＊等�

品目分類� 品目名� 判断の基準＊等�

CaO 41.7 45.8 22.8 55.1 5.8�
SiO2 33.8 11.0 12.1 18.8 59.6�
T-Fe 0.4 17.4 29.5 0.3 3.1�
MgO 7.4 6.5 4.8 7.3 2.8�
Al2O3 13.4 1.9 6.8 16.5 17.3�
S 0.8 0.06 0.2 0.4 －　　 �
P2O5 <0.1 1.7 0.3 0.1 －　　 �
MnO 0.3 5.3 7.9 1.0 0.2

高炉スラグ�

製鋼スラグ�

転炉系スラグ�
電気炉系スラグ�

酸化スラグ� 還元スラグ�

安山岩�
（参考）�

（単位：％）�

＊判断の基準：本基準を満たすものが「国等による環境物品等の調達の推進等に関す
　る法律」第６条第２項第２号に規定する特定調達品目として、毎年度の調達目標の
　設定の対象となる�

品目分類� 品目名� 判断の基準＊等�

盛土材等�
土工用�

水砕スラグ�

天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂または
砕石の一部若しくは全部を代替して使用でき
る高炉水砕スラグを使用した土工用材料であ
ること。�

混合セメント� 高炉セメント�
高炉セメントであって、原料に30％を越える分
量の高炉スラグを利用していること。�

コンクリート用�
スラグ骨材� 高炉スラグ骨材�

天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂又は砕石の一
部若しくは全部を代替して使用できる高炉スラグを使
用した骨材であること。�

アスファルト�
混合物�

鉄鋼スラグ�
混入アスファルト�
混合物�

加熱アスファルト混合物の骨材として、道路用鉄鋼
スラグを使用していること。�

路盤材� 鉄鋼スラグ�
混入路盤材�路盤材として、道路用鉄鋼スラグを使用していること。�

図－2
港湾工事用水砕スラグ

利用手引書
図－3

港湾工事用製鋼スラグ
利用手引書

港
湾
工
事
用
材
料
と
し
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
は
あ
り
ま
す
か
？

表－3 平成14年度特定調達品目指定製品

表－2 平成13年度特定調達品目指定製品

表－4 平成15年度特定調達品目指定製品

表－1 鉄鋼スラグの代表的な化学組成例

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
大
量
生

産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
の
社

会
か
ら
循
環
型
社
会
へ
と
、
社
会
経

済
構
造
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
関
係
法
の
制
定
や
改

正
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
た
制
度
的
な
枠
組
み

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
等
の
港
湾
・
空
港
整

備
事
業
及
び
海
岸
事
業
に
お
い
て
も

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
一
層
体
系
的
か

つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
取
組

方
針
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
環
境
負
荷
の
少
な

い
製
品
の
調
達
の
推
進
、
情
報
の
提

供
そ
の
他
の
環
境
物
品
等
へ
の
需
要

の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
て
い
る
も
の
で
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が

可
能
な
社
会
の
構
築
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

は
「
調
達
方
針
」
を
作
成
・
公
表
す

る
努
力
義
務
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
文
／
（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
濱
野
政
光

港
湾
・
空
港
等
整
備
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

グ
リ
ー
ン
購
入
法
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「
み
な
と
み
ち
明
日
を
つ
な
ぐ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
―
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

と
可
動
橋
に
関
す
る
技
術
講
演
会
―
」

開
催
の
ご
案
内

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
「
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂
版
）」
の
発
刊
に
当
た

り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要
、
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
に
関

す
る
最
新
技
術
お
よ
び
今
後
の
技
術
開
発
の
方
向

の
紹
介
、
②
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
で
得
ら
れ

た
港
湾
域
に
お
け
る
可
動
橋
に
関
す
る
知
見
、
最

新
技
術
お
よ
び
導
入
事
例
の
紹
介
を
目
的
に
「
み

な
と
み
ち
明
日
を
つ
な
ぐ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
―
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
と
可
動
橋
に
関
す
る
技
術
講
演
会
―
」

と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
決
定
次
第
、
改

め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
開
催
時
期：

平
成
十
五
年
七
月
四
日
（
金
）

一
〇：

〇
〇
〜
一
七：

〇
〇

●
開
催
場
所：

損
保
会
館（
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
）

●
参
加
人
数：

一
〇
〇
〜
二
〇
〇
名

●
参
加
費：

五
、〇
〇
〇
〜
一
〇
、〇
〇
〇
円
程
度

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
代
は
別
途
）

●
主
な
講
演
内
容
（
案
）

﹇
可
動
橋
の
部
﹈

・
概
要
報
告
「
可
動
橋
概
要
」

・
海
外
可
動
橋
調
査
報
告

・
長
大
可
動
橋
の
提
案

﹇
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
部
﹈

・
報
告
「
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）」
概
要

・
特
別
講
演
　
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

社
会
環
境
工
学
科
　
清
宮
　
理
　
教
授

・
講
演
　

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

（
大
阪
・
北
九
州
・
那
覇
）

②
海
外
に
お
け
る
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
動

向
と
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
お
問
い
合
わ
せ：

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
企
画
部

「
み
な
と
み
ち
明
日
を
つ
な
ぐ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

―
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
可
動
橋
に
関
す
る
技
術
講

演
会
―
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
七
七

【
出
版
物
紹
介
】

「
Ｆ
Ｇ
Ｃ
深
層
混
合
処
理
工
法
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
社
会
か
ら

循
環
型
社
会
へ
と
社
会
経
済
構
造
の
抜
本
的
な
変

革
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
湾
・
空
港

整
備
事
業
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
で
は
平
成

十
三
年
に
「
港
湾
空
港
等
整
備
に
お
け
る
リ
サ
イ

ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
産
業
副
産

物
の
受
け
入
れ
」
と
し
て
、
電
気
事
業
か
ら
副
生

さ
れ
た
石
炭
灰
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
気
事

業
に
お
け
る
石
炭
灰
の
発
生
量
の
約
七
十
％
以
上

は
セ
メ
ン
ト
原
料
等
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
建
設
需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
り
減
少

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
向
け
て
石
炭
灰
の
有
効
利
用
方
法
の
開
発

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー

で
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、（
独
）

港
湾
空
港
技
術
研
究
所
、（
財
）
石
炭
利
用
総
合

セ
ン
タ
ー
及
び
電
源
開
発
（
株
）
の
ご
協
力
に
よ

り
、
石
炭
灰
、
石
こ
う
及
び
セ
メ
ン
ト
の
三
種
混

合
材
料
を
軟
弱
地
盤
改
良
工
法
で
あ
る
深
層
混
合

処
理
工
法
に
適
用
し
、
Ｆ
Ｇ
Ｃ
深
層
混
合
処
理
工

法
と
し
て
、
室
内
配
合
試
験
、
遠
心
載
荷
模
型
実

験
及
び
現
場
試
験
施
工
を
実
施
し
、
多
く
の
技
術

的
知
見
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と

「
港
湾
に
お
け
る
Ｆ
Ｇ
Ｃ
利
用
軟
弱
地
盤
改
良
工

法
の
開
発
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
で
検
討
し
た

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
の
港
湾
空
港

整
備
事
業
に
お
け
る
、産
業
副
産
物
の
有
効
利
用
、

循
環
型
社
会
確
立
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
発
行：

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

第
五
回
国
土
技
術
開
発
賞

「
国
土
技
術
開
発
賞
」
は
、
建
設
産
業
に
お
け

る
ハ
ー
ド
な
技
術
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
な
技
術

を
含
め
た
広
範
な
新
技
術
の
開
発
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
第
五
回
国
土
技
術
開
発
賞
の
応
募
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
回
よ
り
、
応
募
者
の
対
象
を
従
前
の
「
個
人
、

民
間
法
人
」
に
新
た
に
「
行
政
機
関
等
」
を
加
え

て
、
そ
の
枠
を
拡
大
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
広
範
な
分
野
に
わ
た
る
多
数
の
新
技

術
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
期
間：

平
成
十
五
年
五
月
十
二
日
（
月
）

〜
五
月
三
十
日
（
金
）

●
選
考
方
法：

応
募
資
料
に
基
づ
き
、
第
五
回
国
土
技

術
開
発
賞
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考

●
入
選
発
表：

平
成
十
五
年
十
月
上
旬
に
、
入
選
技
術

の
応
募
者
に
通
知

●
表
彰
式：

平
成
十
五
年
十
月
中
旬
予
定

●
応
募
先
及
び
お
問
合
せ
先：

（
財
）
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

研
究
第
二
部
内

「
第
五
回
国
土
技
術
開
発
賞
」
事
務
局

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
―
十
二
―
一

ニ
ッ
セ
イ
虎
ノ
門
ビ
ル

電
　
話：

〇
三
―
四
五
一
九
―
五
〇
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
―
四
五
一
九
―
五
〇
一
五
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.jice.or.jp/
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●
定
価：

５
０
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

Ａ
４
判
／
１
５
８
ペ
ー
ジ

（
平
成
十
五
年
五
月
下
旬
発
行
予
定
）

「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

―
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
技
術
―
」

地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、

天
然
材
料
よ
り
環
境
負
荷
が
少
な
い
リ
サ
イ
ク
ル

材
を
使
用
し
た
新
し
い
材
料
・
工
法
等
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
港
湾
・
空
港
整
備
事
業
に
お
い
て

も
、
国
土
交
通
省
で
は
平
成
十
三
年
に
「
港
湾
空

港
等
整
備
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
制
定
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
使
用
を
主
と
し
た

循
環
型
社
会
構
築
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。

鉄
鋼
を
生
産
す
る
過
程
で
生
成
さ
れ
る
鉄
鋼
ス

ラ
グ
は
、
従
来
か
ら
道
路
材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
、

建
築
材
等
へ
の
再
利
用
に
つ
い
て
開
発
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
可
能
な
限
り
ゼ
ロ
・
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
有

効
利
用
方
法
の
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
十
三
年
七
月
よ
り
民
間
企
業
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
の
活

用
開
発
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化
体
」
は
、
製
鋼
ス
ラ
グ
と

高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
を
主
要
材
料
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
、
高
炉
水
砕
ス
ラ
グ
を

配
合
し
て
生
成
さ
れ
る
の
で
、
砂
利
、
砂
等
の
天

然
材
料
を
使
用
し
な
い
、
環
境
負
荷
が
少
な
い
リ

サ
イ
ク
ル
材
で
す
。
こ
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和
固
化

体
を
港
湾
工
事
に
お
け
る
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
や
被
覆

ブ
ロ
ッ
ク
等
に
適
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
検
討
会
の
成
果
の
と
り
ま
と
め
と
普

及
を
目
的
と
し
て
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
港
湾
空
港
整
備
事

業
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
有
効
利
用
、
循
環

型
社
会
確
立
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
発
行：

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

●
定
価：
５
０
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

Ａ
４
判
／
１
４
６
ペ
ー
ジ

（
平
成
十
五
年
五
月
下
旬
発
行
予
定
）

「
波
を
測
る（
沿
岸
波
浪
観
測
の
手
引
き
）」

韓
国
語
版

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
「
海
象
観
測
デ
ー
タ
の

解
析
・
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」
が
二
〇
〇
一

年
に
出
版
し
た
『
波
を
測
る
』
の
韓
国
語
版
が
完

成
し
ま
し
た
。
波
浪
観
測
に
か
か
わ
る
知
識
と

技
術
を
わ
か
り
や
す
く
と
り
ま
と
め
た
本
書
は

国
内
で
も
好
評
で
、
大
学
の
教
科
書
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
、
韓
国
海
洋
研
究
院
の
ご
努
力
で
、
韓
国

語
版
が
完
成
し
た
も
の
で
す
。
波
浪
観
測
の
技

術
と
知
識
の
普
及
は
日
本
の
み
な
ら
ず
韓
国
で

も
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
本
と
韓

国
の
研
究
者
や
技
術
者
が
同
じ
水
準
の
知
識
を

共
有
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

●
日
本
語
版
発
行：

（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

●
韓
国
語
版
発
行：

韓
国
海
洋
研
究
院

●
韓
国
語
版
の
お
問
合
せ
先：

沿
岸
・
港
湾
研
究
室
　
安
　
熙
道

〒
四
二
五
―
一
七
〇
　

京
畿
道
安
山
市
四
洞
一
二
七
〇

電
　
話：

八
二
―
三
一
―
四
〇
〇
―
六
三
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ：

八
二
―
三
一
―
四
〇
八
―
五
八
二
三

■
出
版
物
の
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
書
籍
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
―
三
二
三
四
―
五
八
七
七

（財）沿岸開発技術研究センター
本研究センターは、昭和58年９月に設立された国土交通省（前
運輸省）所轄の財団法人です。
本研究センターは、沿岸域の開発・利用・保全に係る分野の技
術開発と、その技術の活用と普及を目指した研究組織です。
本研究センターは、必要に応じて国土交通省国土技術政策総合
研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所、独立行政法人海上技術
安全研究所の指導を受け、また各界専門家、学識経験者からなる委
員会を組織して事業を実施します。

【役員名簿】
●会 長
千速　晃 社団法人 日本鉄鋼連盟 会長
●理事長
井上興治 常勤
●専務理事
江頭和彦常勤
●常務理事
中山　嵩 常勤
●理 事
石月昭二 財団法人 日本気象協会 会長

磯部雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科　教授

稲葉興作 社団法人 日本作業船協会 会長

岡野利道 社団法人 日本造船工業会 会長

小川健兒 財団法人 日本海事協会 会長

小沢大造 常勤
坂井順行 特定非営利活動法人　リサイクル

ソリューション　理事長

酒匂敏次 東海大学　海洋学部 教授

須賀龍郎 鹿児島県知事
瀬田悌三郎 財団法人 東京港埠頭公社 理事長

仙波　惇 財団法人 大阪港埠頭公社 理事長

土屋　勲 常勤
中野　勉 常勤
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

平山征夫 新潟県知事
藤　洋作 電気事業連合会　会長
藤野慎吾 社団法人 日本港湾協会 会長

前田　進 港湾技術コンサルタンツ協会 会長

御巫清泰 関西国際空港株式会社　代表取締役社長

水野廉平 社団法人 日本埋立浚渫協会 会長

吉田宏一郎 東海大学　海洋学部　教授

●監 事
石渡友夫 社団法人　ウォーターフロント開

発協会　顧問

設楽邦夫
●顧 問
松本輝壽
廣田孝夫
合田良実

【有識者による技術研究諮問会議】
石原研而 中央大学　特任教授
奥村樹郎 国際航路協会日本部会事務局長
合田良実 横浜国立大学 名誉教授

小林正樹 小林ソフト化研究所（株）代表取
締役所長

酒匂敏次 東海大学 海洋学部　教授

柴田　徹 福山大学 工学部建設環境工学科　教授

菅原照雄 北海道大学 名誉教授

須田　　 交通政策審議会港湾分科会 会長

竹内良夫 株式会社 竹内良夫事務所 社長

長瀧重義 東京工業大学　名誉教授
中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

野田節男 国際航路協会 副会長

堀川清司 武蔵工業大学 学長

堀口孝男 東京都立大学 名誉教授

吉田宏一郎 東海大学 海洋学部　教授

吉田信夫 福岡大学 工学部土木工学科　教授

【平成１５年３月３１日現在】

■
年
度
末
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
向
け
て
ま
た
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
大
下
　
英
治
）

■
年
度
末
の
お
忙
し
い
次
期
に
、
執
筆
等

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
古
田
　
大
介
）

■
今
回
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
殆
ど
作
業
に
加
わ
れ
ず
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。（
濱
野
　
政
光
）

■
今
号
か
ら
編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
編
集
委
員
の
方
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
次
回
以
降
は
お
役
に
た
て
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

（
福
山
　
博
己
）

編
集
後
記
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